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『竹風和歌抄』注釈稿（三）
中 　川 　博 　夫
例 　言一、鎌倉幕府第六代将軍宗尊親王の家集の一つ『竹風和歌抄』 （一〇二〇首）の注解を試みる。一、１番歌から始めて順番どおりに注釈を付して、数次の分載とする。今回は、前々号の巻第一（１～
288） 、前号の
巻第二（
289～
491）に引き続き、巻第三（
492～
595）を取り上げる。
一、次の各項からなる。
　①整定本文。②本文を改めたり注記が必要な場合は、当該箇所に＊印を付して、別に本文の項目を立てる。③通
釈。④本歌・本説・本文（前項の「本文」とは別、基にした漢詩文の意） 、参考（宗尊が踏まえた歌ならびに解釈上に必要な歌） 、類歌 表現 ・ 趣向が類似した歌） 、享受（宗尊歌を本歌取りした歌） 、影響（宗尊歌を踏まえた歌） 。⑤出典。⑥他出。⑦語釈。⑧補説。②と④～⑧は、無い場合には省略。
一、底本は、本集の現在知られる唯一の伝本、愛知教育大学付属図書館蔵本（九一一 ・ 一四八・Ｔ ・Ｃ） 。
四二
一、本文は、次の方針に従う。
１．底本の翻印は、通行の字体により、歴史的仮名遣いに改め、意味や読み易さを考慮して、適宜ひら仮名を漢
字に、漢字をひら仮名や別の漢字に改める。送り仮名を付す。清濁・読点を施す。なお、原則としてひら仮名の反復記号は用いない。 「謌」 「哥」は「歌」に統一する。
２．本文を改めた場合、底本の原状は右傍に記す（送り仮名を付した場合は圏点） 。私にふり仮名を付す場合は（ 　）に入れて区別する。その他、問題点や注意点は、適宜特記する。３．他資料の との異同は、漢字・仮名の別や仮名遣いの違いや送り仮名の有無など、表記上の違いは原則として取らない（解釈の分かれる可能性のある表記上の違いである場合は参考までに注記する） 。
４．底本の本行の原状（見消ち等の補訂は 行に復元）に対して他資料の本文との異同を示す。５．歌頭に通し番号を付した（新編国歌大観番号と同じ） 。
一、引用の和歌は、特記しない限り新編国歌大観本に拠る。万葉集は、原則として西本願寺本の訓と旧番号に従う。
なお、表記は私に改める。歌集名は、原則として「和歌」を省く。その他の引用は、日本歌学大系本他の流布刊本に拠る他 特殊な本文の場合には特記する。
付記 　ご所蔵本の閲覧と調査ならびに翻印をご許可下さいました愛知教育大学附属図書館に対 、厚く御礼申し上げ
ます。
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注 　釈
竹風和歌抄巻第三
文永三年八月百五十首歌
春天
492
　立
ち・
迷まよ
ふ霞の
隙ひま
は緑にて空に
見み
えたる春の
色いろ
かな
〔通釈〕
　春の天あちこちに紛れて立つ（緑の）霞の隙間は、また緑であって、空に表れ見えている春の色であることだな。
〔参考〕
　深緑色ことなりや朝まだき霞の隙に見ゆる大空（和歌童蒙抄・第一・天部・天・一）
春の行く弥生の野辺の朝緑霞の隙も霞みしにけり（壬二集・春・建保二年同内裏歌合に、野外霞・
二〇八二）
白妙に衣ほすてふ夏 日の空に見えたる天の香具山（紫禁和歌集 同〈建保三年〉十月廿四日、名所百首、
人人つかうまつりし時・天香久山）
春の色をいく万代かみなせ河霞の洞の苔の緑に（建保名所百首・春・水無瀬河・一九五・定家）
〔類歌〕
　立ち迷ふ緑は同じ色ながら竹の葉埋む夕霞かな（如願法師集・嘉禄三年三月廿日前大政大臣家影供御会歌
に、竹間霞・四〇二）
〔出典〕
　文永三年八月百五十首歌。以下
595まで本巻は全て同百五十首歌からの抄出。
四四
〔語釈〕
　○文永三年八月百五十首歌
―
未詳。本集に現存は一〇四首。題は、春・夏・秋・冬・雑を頭に冠した種々の
結び題。→補説。○春天
―
伝統的な歌題ではない。 『為家集』にも見える。○立ち迷ふ霞の隙は緑にて
―
「霞」は
「白」か「 （浅）緑」であることが通念である。その「隙」が「緑」であるということは、天空全体が春霞に覆われていることを言外に言うのと同じであろう。つまり、斑に入り乱れて立つ「霞」の「隙」から覗く「空」も霞の「緑」であって、ということ。 「立ち迷ふ霞」が白であれば白と緑の対照を、それが緑であれば緑の濃淡を詠じる趣向ということになろう。前者はむしろ「柳桜をこきまぜ」た「春の錦」の景趣であろうから、後者に解する。○春の色
―
漢語「春色」の訓読語という。春季を表徴する色調や情調を言う。早く平安時代には、貫之の「春の色はま
だ浅けれどかねてより緑深くも染めてけるかな」 （貫之集・延喜十九年東宮の御屏風の歌、 ちより召しし十六首・子日の松 もとに人人至 遊ぶ・一二七）が目に入る程度だが、鎌倉時代以降には、参考の定家詠や同じく定家の「若菜摘むをちの沢辺の朝緑霞のほ の春の色かな」 （拾遺愚草・十題百首・地部・七一六）等 「緑」を「春の色」と見る歌が少なくない。それは、実際の景趣の実感によるばかりではなく、五行説に基づく春の当色が青であるという認識に従った結果でもあろ （ 「 」は「青」に包摂され ） 。
〔補説〕
　参考の『和歌童蒙抄』所収歌に措辞と趣向が類似する。該歌がこれに負うとすれば、宗尊の学習範囲の広さ
を窺わせることになる。いずれにせよ、建保期の家隆・順徳院・定家の三首には学ぶところがあったと見てよいあろう。また、 「霞の隙」の「緑」の「空」を詠む 、間隙 景趣を見 点、緑色を強調する点で、京極派和歌に通う。
出典の「文永三年八月百五十首歌」が、そのとおり文永三年（一二六六）八月の詠作とすると、鎌倉幕府将軍か
ら失脚して七月に帰洛した直後の「百五十首歌 ということになる。それを裏付ける傍証もないが、否定する証拠
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もない。しかし、本抄の各巻は次のとおりの構成となっているのである。
巻一 　文永三年十月五百首歌巻二 　文永五年十月三百首歌巻三 　文永三年八月百五 首歌巻四 　文永六年四月廿八日、柿本影前にて講じ侍りし百首歌
　　　文永六年五月百首歌
巻五 　文永六年八月百首歌
　　　文永八年七月、千 百番歌合あるべしとて、内裏より仰せられし百首歌　　文永九年十一月比 何となくよみ置きたる歌どもを取り集めて、百番に合はせて侍りし
つまり、巻三「文永三年八月百五十首歌」を除けば、本抄は巻頭から巻軸まで、年月の降順に各定数歌等が配さ
れているのである。巻三が本来「文永五年百五十首歌」であった可能性はないであろうか。もちろんその場合でも巻二「文永五年十月三百首歌」とは、月次が逆転していることにかわりはないが、年次 逆転に比較すれば配列の破綻はより小さいであろうし、事実巻五内には月次の逆転も存 ている であるから やはり「文永五年」を「文永三年」に誤写した可能性は絶無ではないと思うのである。→
577補説。
夏天
493
　晴
れ・
間ま
なきあはれ
愁うれ
への類とて
ま
又た
掻か
き
暗くら
す五月雨の空
四六
〔通釈〕
　夏の天心が晴れる隙がない悲哀や憂愁の同じ類として、心中を暗くするように、 またもさっと暗くする五月雨の空よ。
〔参考〕
　冬の夜の長き思ひの類とて下にも消たぬ埋み火の影（土御門院御集・詠百首和歌
承久三年
・冬・炉火・七九）
〔類歌〕
　晴れ間なき心のうちの類とや空も掻き暗す五月雨の頃（風雅集・雑上・一五一一・教兼）
〔語釈〕
　○晴れ間なき
―
心が晴れる隙もないの意に、 「五月雨」 「空」の縁で、天空の晴れ間がないの意が掛かる。○
あはれ愁へ
―
名詞の「あはれ」と「愁へ」の並列に解する。○掻き暗す
―
あたりをさっと暗くする意に、 「あはれ」
「愁へ」の縁で、悲しみに心中を暗くする意が掛かる。
〔補説〕
　類歌として挙げた為家孫・為守男教兼 一首は、あるいは該歌に倣った可能性もあろう。後代 於ける本抄
あるいは宗尊詠の受容の問題として、改めて検討すべきであろう。また、教兼詠は『風雅集』に撰入されているので、京極派の好尚に通う宗尊の詠みぶりという観点からも注意しておきたい。
秋
天々
494
　山の
端は
に月ほの
見み
えてさびしきは雲なき空の秋の夕暮
〔通釈〕
　秋の天山の端に月がかすかに見えて、さびしいのは、雲がない空の下 秋の夕暮だ。
〔参考〕
　ほの見えし月を恋しと帰るさの雲路の波に濡れて来しか （新古今集・恋四・一二六一・読人不知）
草も木も枯れゆく色にさびしきは外山の庵の秋の夕暮（順徳院御集・同〈承久元年二月〉廿三日、当座歌
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合・暮秋夕・一一三四）
〔他出〕
　中書王御詠・秋・百五十首歌に、秋天・一〇一。
〔補説〕
　「秋の夕暮」を「さびし」とするのは、良暹詠「さびしさに宿を立ち出でてながむればいづくも同じ秋の夕
暮」 （後拾遺集・秋上・三三三）や、その「良暹法師の許に遣しける」と詞書する「思ひやる心さへこそさびしけれ大原山の秋の夕暮」 （同 雑 ・一〇三八・国房） 、あるいは「いかばかりさびしかるらん木枯らしの吹きに 宿の秋の夕 同・哀傷 五五四・顕房室隆子） 『後拾遺集』の三首と、寂蓮の「 さはその色としもなかりけり槙立つ山の秋の夕暮」 （新古今集・秋上・三六一）に代表されて、通念となっていよう。中で、第三句に「さびしきは」 、第五句に「秋の夕暮」を置く形は、参考の順徳院詠が早い例となる。その後、所謂宇都宮歌壇の『新和歌集』に「み山辺や住みならひてもさびしきは桐の葉落つる秋の夕暮」 （新和歌集・雑上・山家秋・七九七・源宗景）と「憂き世にてながめしよりもさびしきは草の庵の秋の夕暮」 （雑上・宇都宮神宮寺二十首歌・七九九・浄忍）の両首が見える。宗尊自身も該歌より先に「色かはる野辺よりもなほさびしきは朽ち木の杣の秋の夕暮」（宗尊親王三百首・秋・一二二。瓊玉集・秋上・一九七）と詠じている。後代では、 「松の葉のかはらぬ色もさびしきは尾上時雨るる秋の夕暮」 （光吉集・ ・一三一）や「ことわりと思ひながらもさびしきはみ山 庵（草庵集・秋上・四四二）が目に付く程度である。該歌も、これらの類型の中にあるが、 「山の端に月ほの見えて」「雲なき空の」の措辞によって、新鮮な趣がある。
雑
天々
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〔通釈〕
　雑の天せめてそれをだけでも、私が心に思うこととして、 いったい幾度答えない空に、我が身を愁訴するのだろうか。
〔本歌〕
　それをだに思ふこととて我が宿を見きとな言ひそ人の聞かくに（古今集・恋五・八一一・読人不知）
うちわびて呼ばはむ声に山彦の答へぬ空はあらじとぞ思ふ（後撰集・恋五・返事せぬ人につかはしける・
九六九・読人不知。貫之集・六五五。古今六帖・第二・やまびこ・九九七）
〔語釈〕
　○それ
―
「愁ふ」を指す。○思ふ
―
相手が自分を思うの意の本歌とは異なり、自分自身が思うの意。○答へ
ぬ空
―
本歌の後撰集歌が原拠の措辞。平安期 も他 用例が若干見えるが、鎌倉時代になると、建仁元年
（一二〇一）二月の『老若五十首歌合』で、定家が「仰げども答へぬ空の青緑むなしく果てぬ行く末もがな」 （雑・四二五） 、良経が「世の中をあるにまかせて過ぐるかな答へぬ空をうち詠めつつ」 （同・四五四）と詠じ、直後の同年三月には、後鳥羽院が「袖の露をいかにかこたん言問へど答へぬ空の秋の夕暮」 （後鳥羽院御集・外宮御百首・秋・三四〇。続古今集・秋上・三六二）と詠じる。土御門院にも「いたづらに答へぬ空を仰ぎつつあはれあな憂と過ぐすなりけり」 （雑・三〇〇）の作がある。これらも宗尊の視野に入っていた可能性が高い歌々であろうが、その原拠が後撰集歌であることも、宗尊は当然に認識してい であろう。
〔補説〕
　『中書王御詠』に「愁へに沈みて後、月を見て」の詞書 下に収める類詠「夜もすがら答へぬ月に音をぞ泣
くありしにかはる身を愁ふとて」 （秋 一一五）は、やはり文永三年（一二六六）七月の失脚後のしかるべき時期の詠作と見るべきであろう。該歌の「幾度か」に着目すれば、該歌がより後出である可能性がより高いのではないだろうか。→
492補説。
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春日
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〔通釈〕
　春の日春の日 、藪でも分け隔てしない光にさえも、洩れて日の光（恩
竉
）が当たらないのだけれど。 （それはそれで）
我が身なのであろう。
〔本歌〕
　日の光藪し分かねば石の上古りにし里に花も咲きけり（古今集・雑上・石上の並松が宮仕へもせで、石上と
いふ所に籠り侍りけるを、俄かに冠り賜はれりければ、喜び言ひ遣はすとて、よみて遣はしける・八七〇布留今道）
〔参考〕
　空晴れて藪しも分かぬ日 本の秋津島根はのどけかりけり（宝治百首・雑・寄日祝・三九七一・頼氏）
〔語釈〕
　○日
―
折（一定の日）の意に、日光（太陽）の意が重なるか。○光
―
本歌を承け、帝の恩
竉
を寓意するか。
その場合、当代亀山天皇よりも、宗尊の父帝後嵯峨院のそれと見るべきであろう。○洩れ
―
除外される、はずれる
の意。 「日」 「光」の縁で、日の光が隙間を通って出る意が響く。
〔語釈〕
　「ものを」が「ものは」であれば、一首の通りは良く、意味がより明快である。しかしそれだけに、 「も
を」は誤写ではなく原態である可能性が高く、宗尊は屈折ある表現を選択したと見るべきであろう。
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〔通釈〕
　夏の日磯辺にある室の木陰に舟を浮かべて、夏の一日を暮らす鞆の浦の浦人よ。
〔本歌〕
　鞆の浦の磯 室の木見るごとにあひ見し妹は忘られむやは（新勅撰集・雑四・一三二三・旅人。五代集歌
枕・ともの浦 　鞆浦 　備後・一〇六八、結句「忘られん
やママ
」 。原歌万葉集・巻三・挽歌・大宰帥大伴卿向
レ京上
レ道之時作歌五首・四四七、三句「見むごとに」結句「忘られめやも」 ）
〔参考〕
　梓弓磯辺に立てる室の木のとことは うつ鞆の浦浪（新撰六帖・第六・むろ・二四三七 為家）
鞆の浦の磯辺に立てる室の木につなげる舟の主は誰ぞも（三十六人大歌合
弘長二年
・九九・隆弁）
〔影響〕
　播磨路の追風ながら 海 室 木陰に舟 来にけり（草根集・雑・浦舟・九二四八）
〔語釈〕
　○室の木陰
―
先行例を見ない措辞。 「室」については、
219語釈参照。○舟浮けて
―
万葉語。勅撰集では、 『続
古今集』に赤人の「天の川安の河原に舟浮けて秋風吹くと妹に告げこせ」 （秋上・三〇八）が採られたのが初出だが、宗尊は既 文応元年（一二六〇）の『宗尊親王三百首』で「岩高き塩田の川に舟浮けてさし昇りたる月を見るかな」 （秋・一四〇）と用いている。○夏の日暮らす
―
新鮮な措辞。為家の「おのづからおのが葉陰にかくろへて
秋の日暮らす朝顔の花」 （為家集・秋・槿花一日
同（文永）八年四月十八日続百首題自和漢朗詠内注出之
・五〇六）は後出。○
鞆の浦人
―
「鞆の浦」の「浦人」 （漁師などの海辺に住む人）ということ。 「鞆の浦」については、
219語釈参照。
〔補説〕
　宗尊は該歌より先に、 「文永元年十月百首歌」 （恋）で「鞆の浦 磯辺 立てる室の木の常世に人 恋ひつつ
ぞふる」 （柳葉集・巻四・六〇四）と詠んでいる。これは、参考の為家詠に倣ったと思しいが、その本歌は、右に挙げた『万葉集』の旅人歌と同機会の「吾妹子が見し鞆の浦の室 木は常世にあれど見し人ぞなき」 （四四六）である。宗尊もそれを認識していたであろう。別に宗尊は、 「文永三年十月五百首歌」でも「檉」 （むろ）題で「つれ
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なさのこれや憂き身の鞆の浦さびしく立てる磯の室の木」 （本抄・巻一・二一九）と詠じている。
正徹詠を、 「室の木陰」の「舟」の一致から影響歌として挙げたが、偶合であるかもしれず、正徹詠全体の検証
の中で、改めて宗尊詠との関係を探る必要があろう。
秋
日々
498
　秋の日の
傾かたふ
きやすき影をさへ物思ふ
頃比
は
暮く
らしかねつ
つゝ
〔通釈〕
　秋の日秋の日 すぐ西に傾きがちな光までも 物思いをしている頃は、その日を過ごしあぐねていて。
〔参考〕
　つれづれの秋のながめのうたた寝にやすく日影の傾きにける（新撰六帖・第四・うたたね・一二四三・知
家）
夜もすがら物思ふ頃は明けやらぬ閨のひまさへつれなかりけり（千載集・恋二・七六六・俊恵）宿からの身のつれづれの雨により春日もことに暮らしかねつつ（宝治百首・春・春雨・三四五・寂西）
〔補説〕
　「暮らしかぬ」を用いた歌としては、詞書に「一条院御時 皇后宮に清少納言初めて侍りける頃、三月ばか
り二、三日まかでて侍りけるに、かの宮よりつかはされて侍りける」という、定子 「いかにして過ぎにし方を過ぐしけん暮らしわづらふ昨日今日かな」 （千載集・雑上・九六六。枕草子・三〇）に対す 清少納言の返歌「雲の上も暮らしかねける春の日を所がらとも がめつるかな」 （千載集・雑上・九六七）が早い例となる。こ 清少納言詠の影響下に、 「春」に「暮らしかぬ」とする歌が鎌倉時代に散見する。参考の寂西歌もこれに負っていよ
五二
冬
日々
499
　雲さえし空とも
見み
えずのどかにて朝日に
磨みが
く
峰みね
の
白しら
雪
〔通釈〕
　冬の日雲が冷たく冴えていた空だとも見えずのどかで、朝日に磨いて輝きを見せている峰の白雪よ。
〔参考〕
　雲さえて峰 初雪降りぬれば有明の外に月ぞ残れる（拾遺愚草・韻歌、百廿八首和歌
建久七年九月十八日内大臣
家、他人不詠
・冬・一六五八）
今はとて寝なましものを時雨れつる空とも見えず澄める月かな（新古今集・冬・雨後冬月といふ心を・
六〇〇・良暹）
天の原澄めるけしきはのどかにて早くも月の西へ行くかな（千載集・雑上・九九二 賀茂成保）玉桙の道白妙に降る雪を磨きて出づる朝日影かな（御室五十首・冬・五三四・定家）
〔影響〕
①晴れそむる雲のとだえの方ばかり夕日に磨く峰の白雪（玉葉集・冬・九五六・道平）②雲晴れて朝日に磨く白玉のをさきが原に氷るあは雪（最上の河路・六・雅有。隣女集・冬・をさきが原とい
ふ所にて・一三二六）
③雨晴るる軒端の桜枝垂れて朝日に磨く花の上の露（俊光集・春・永仁内裏御会の続歌に・朝花 六五）④み吉野の滝つ氷はとけぬらし朝日に磨く波の初花（拾藻鈔〈公順〉 春上・入道前大納言家日吉社百首歌・
一三）
⑤降りしらむ雲の絶間に顕 雪の遠山（菊葉集・冬・八八六・前右大臣〔実直か〕 ）
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⑥暁は光ぞまさる入り方の月に磨ける峰の白雪（文保百首・冬・六六四・実泰）⑦花を見し面影去らで吉野山月に磨ける峰の白雪（新千載集・冬・七一二・公敏）⑧山はみな鏡をかけて有明の月に磨ける峰の白雪（師兼千首・冬 暁山雪・五六四）
〔語釈〕
　○空とも見えず
―
参考の良暹詠に負っていようが、宗尊の父後嵯峨院にも「かき暗す空とも見えず夕立の過
ぎ行く雲に入日さしつつ」 （宝治百首・夏・夕立・一一二一）の作があって、宗尊はこれも学んでいたであろう。
〔補説〕
　措辞は参考歌に負いつつも、新鮮な景趣の歌となっているが、その主因は「朝日」に「磨く」 「雪」を詠じ
ている点にあろう。参考の定家詠後者に倣った結果でもあろう。影響①に挙げた『玉葉集』の道平詠が、該歌に拠ったものであるとすれば、新古今歌人の新奇な詠みぶりが、宗尊等の（広義 ）関東縁故歌人を経由して、京極派の勅撰集に掬い上げられる一例と言えよう。影響②の雅有詠も 同時代歌人の秀句を取りこむ傾向がある祖父雅経にも通じる雅有 詠作方法と関東祗候の廷臣歌人である雅有の境遇とに照らせば、該歌に倣った可能性は高いであろう。他に「朝日 磨く」を用いた両首を、③～⑤に挙げておいたが、これらは①や②に学んだ可能性も排除できない。同様に、⑥～⑦の「月 に「磨」く「峰 白雪 の三首は、① 玉葉集歌か の援用や、相互に依拠した可能性があるであろうが、一応該歌 溯る措辞・趣向の として掲出しておく。
春月
500
　春の月涙の外に
見み
る人や
霞かす
める
影かけ
のあはれ
知し
るらん
〔通釈〕
　春の月
五四
春の月よ、涙とは無縁に見る人が、霞んでいるその光の趣ある風情を知るのだろうか。
〔参考〕
　さやかにも見るべき月を我はただ涙に曇る折ぞ多かる（拾遺集・恋三・七八八・中務）
時分かぬ涙に袖はおもなれて霞むも知らず春の夜の月（土御門院御集・詠二十首和歌
承久四年正月廿五日
・四季
月・春・一一五。秋風集・春上・五六・土御門院）
荻の葉に風の音せぬ秋もあらば涙のほかに月は見てまし（新勅撰集・秋上・二二三・道助。三十六人大歌合
（元暦）
・七）
〔語釈〕
　○涙の外に
―
涙の埒外に、涙とは関係なく、涙を流すことなく、ということ。参考の道助詠が早い例とな
り、宗尊はこれに学ぶか。 「涙のほか」は、宗尊好尚の語。→〔補説〕 。○霞める影
―
「見る程にいかでかたらむ玉
津島霞める影の春の夜の月」 （玉津島歌合
弘長三年
・島春月・二三・為氏）や「春の月霞める影のうつろひて花もお
ぼろのにほひなりけり」 （白河殿七百・春・月前花・九七・経任）が、宗尊に身近な例となる。
〔補説〕
　「見る人や…知るらん」を反語に解すると、 「いや、分かるまい。自分のように涙と共に霞む月を見 者が、
本当の春の月 情趣を分かるのだ」という含意があることになろう。疑問に解すると、自分は涙で見えず春の霞む月の情趣を認識しないけれど、涙に無縁の人がそれを知 のだろうか、という主意の歌 なる 参考の土御門院詠に倣ったと見て、後者に解しておく。「不明不暗朧朧月」に基づく千里の「照りもせず曇りもはてず春の夜の朧月夜にしくものぞなき」 （千里集・七二。新古今・春上・五五） 示す景趣の類型 大枠の中に、さまざまな「春」のおぼろに霞む「月」が詠まれるが、例えば鎌倉中期には、 「深き夜のあは も空に知られけりおぼろに霞む春の月影 （宝治百首・春・春月・四四〇・下野）や「春はなほ霞むにつけて深き夜 あは を見する月の影かな」 （続古今集 春上・七七・土御門
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院小宰相）や「月影の霞むは憂きをいかにして春はあはれと思ひ初めけん」 （続古今集・春上・七八・顕朝）等々というように、その「月影」の「あはれ」が詠まれているのである。かつて真観は「あはれをばいづくにそふる影ならんつらさ霞める春 夜の月 （百首歌合
建長八年
・春・三二一。三十六人大歌合
弘長二年
・一九二）と、そのよう
な伝統的通念に反駁す か ように詠じた。しかしまた、その真観詠に異を唱えるごとく、宗尊 「霞めるはつらきものからなかなかにあはれ知らるる春の夜の月」 （瓊玉集・巻一・春上・春月を・三〇）と詠んだのであった。従って、 「霞」む「春」の「月」を あはれ」と見る点では、宗尊は伝統的通念の中にあると見てよく、該歌もその類型の範疇にある 言える。そこに、 涙の外」 語を用いた点が、宗尊の工夫であろう。その「涙のほか」 、宗尊は次のように用いてる。
①空も憂き時や知るらむかみな月涙のほかのまた時雨れつつ（柳葉集・巻一・弘長元年五月百首歌・冬・四〇）②
 今日はまた涙のほかに菖蒲草長きねをさへ袖にかけつつ（柳葉集・巻二・弘長二年十二月百首歌・昌蒲・
三一四）
③あはれわが涙のほかの秋ならば置きける露や袖に知らまし（中書王御詠・秋・百首の歌の中に・九四）④なほざりの秋の空ゆく月だにも涙のほかの影を は見し（中書王御詠・雑・手越宿にて月を見て・二一八⑤
 返しても涙のほかの玉 見ず夜半の衣のうらめしの身や（竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・玉・
一六八。中書王御詠・雑・雑の歌の中に・二八二）
⑥
 冬来ぬと涙のほかも時雨るなりいかがはすべき墨染めの袖（竹風抄・巻五・ 〔文永九年十一月頃百番自歌合〕
初冬・九五八）
これらの内、①②⑥の「涙のほか」は、涙以外、あるいは涙に加えて他、の意。③④の「涙のほか」は、該歌と
五六
同様に、涙と無関係、涙を流すことのない、の意。⑤は、前者に解するのが穏当であろうが、後者に解されなくもない。いずれにせよ、和歌一般がそうであることを超えて、境涯から見て特に、 「涙」を意識して詠ずる傾きがあったかと想像さ る宗尊らしい詠みぶりでは ろう。また、 「涙のほか」という比較的新しい語を多用している点には、宗尊の学習や詠作の傾向の一端が窺えよう。
夏
月々
501
　鵲の
おを
のが
羽は
がひの山
越こ
えて
鳴な
く音も涼し
短みし
か
夜よ
の月
〔通釈〕
　夏の月鵲の、おのれ自身の翼の「羽交ひ」ならぬ、 「羽易」の山を飛び越えて鳴く音も涼しい。夏の短い夜の月よ。
〔参考〕
　鵲の羽がひ 山の山風 払ひもあへぬ霜の上の月（拾遺愚草・春日同詠百首応製和歌〔建保四年正月〕 ・冬・
一三五九）
蜩の鳴く音も涼し夏山の木の下隠れ秋や来ぬらん（東撰六帖抜粋本・夏・納涼・一九九・証定）郭公鳴く音もまれになるままにやや影涼し山の端の月 老若五十首歌合 一八八。秋篠月清集・院無題
五十首・夏・九一八）
程もなし朝妻舟の追風に雲路ともなふ短か夜の月（影供歌合
建仁三年六月
・水路夏月・四〇・定家）
〔他出〕
　中書王御詠・夏・夏月・六九。夫木抄・雑九・動物・鵲・御集、夏月・一二七〇四。
〔語釈〕
　○おのが羽がひの山越えて
―
「はがひ」を掛詞に「おのが羽交ひ」から「羽易の山越えて」に鎖る。 「羽交
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ひ」は、鳥の両翼が交差する部分、転じて羽・翼そのものを言う。 「羽易の山（羽買の山） 」は、大和国の歌枕。「春日なる羽易の山ゆ」 （万葉集・一八二七） 「春日なる羽易山なる」 （赤人集・一三一）等と詠まれ、春日山の中の一峰という認識があったらしい。○鳴く音も涼し
―
先行例の少ない句。参考に挙げた、宗尊幕下に成立と考えられ
る『東撰六帖』の一首以外には、嘉禎三年（一二三七）六月五日の成立という『楢葉集』の「うつせみの鳴く音も涼し夕づく日か［ 　］山の峰の常磐木」 （夏・一六六・専寂）が目に入る程度 ここの「も」は並列で、 「短か夜の月」も「涼し」く、 「鵲の」 「鳴く音」も「涼し」ということか。あるいは、 「羽交ひ」の縁で、羽風が涼しいとの意が響くか。○短か夜の月
―
参考の定家詠の直後に、後鳥羽院も「誰が禊ぎ夕されくれてかげろふの燃ゆる春辺の
短か夜の （後鳥羽院御集・建保四年二月御百首・春 五一二） 詠む。宗尊 該歌以前に、文応元年（一二六〇）の『宗尊親王三百首』で「明けぬともなお影残せ白妙の卯の花山の短か夜の月」 （夏・七三） 、 潮 満つ入江の松の木 間より見えてすくなき （夏・八九） 、弘長二 六二 の「後嵯峨院百首題百首」 （仮称。柳葉集・一四四～二二八）で「いかにせん闇 うつつを厭ひても夢にまさらぬ短か夜の月」 （柳葉集・巻二・夏・夏月・一六五） 、また、該歌以後の 文永六年五月百首歌」でも「竹 葉に風吹く窓は涼しくて臥しながら見る短か夜の 」 （本抄・巻四・夏・
712）と用いていて、 「短か夜の空」 （柳葉集・三一七、六九六）と共に宗尊好尚の句
であることが窺われる。右掲の定家・後鳥羽院詠以後は、宗尊の他にも、関東祗候の雅有（雅有集・三一一＝隣女集・一五四〇、七四五）や宇都宮景綱（沙弥蓮愉集・一八三 八六）や大江広元 曾孫茂重 茂重 六 ）等の関東縁故者の作例 目に付き、勅撰集では『玉葉集』の三首（三八五・公守、三九三・有忠、三九四 院新宰相）が初出となる。これも、新古今歌人詠出の新しい句形が、関東圏 歌人の使用を経て、京極派勅撰集に顕現した例と捉えるこ ができよう。
五八
〔補説〕
　鎌倉時代以降の詠作の表現に負ったと思しく、宗尊の学習と詠作の方法の一端を窺い得る一首でもある。
秋
月々
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〔通釈〕
　秋の月今（我が身に）降り掛かるこのような涙の中で見るだろうと（昔は）思ったか（思いもしなかった） 。この都の空の秋の夜 を。
〔参考〕
　思ひきや古き都を立ち離れこのくに人にならむものとは（後拾遺集・雑三・一〇一七・懐寿）
おぼつかな都の空やいかならむ今宵あかしの月を見るにも（後拾遺集・羈旅・五二三・資綱）思ひきや山のあなたに君をおきてひとり都の月を見むとは（秋風集・雑上・清少納言山里に住み侍りける
頃、月いと明かかりける夜言ひ遣はしける一一一七・道長。清少納言集・七。続後拾遺集・雑中・一〇六〇）
いにしへを恋ふる涙にくらされておぼろに見ゆる秋の夜の月（詞花集・雑下・三九二 公任）
〔影響〕
　思ひきや年ふる里を住みかへて今年都の月を見むとは（隣女集・巻二
自文永二年至同六年
・秋・月・四八五）
〔語釈〕
　○かかる
―
「掛かる」に「思ひきや」の縁で「斯かる」 （このようなの意）が掛かる。
〔補説〕
　京都に生を享けながらはからずも、鎌倉の主となって十一歳から二十五歳までを関東に過ごし、再び京都に
戻されて秋の月を万感の涙の内に見る感懐であろう。参考の後拾遺歌両首に負っていようが、道長詠や公任詠にも
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学んでいたか。
雑月
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　すむ月の
憂う
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まれず
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〔通釈〕
　雑の月明るく澄む月が照らす私の今住むこの憂き世の、そのよそであっても、あてにすることはできない。いずれにせよ、なだめること できるような私の愁いではないので。
〔参考〕
　もろともに同じ憂き世にすむ月の らやましくも西へ行くかな（後拾遺集・雑一・八六八・中原長国妻）
入る方を憂き世の外に慰めて月に心の闇ははるけよ（続古今集・雑下・一八三九・鷹司院按察）かりにぞと言はぬさきより頼まれずたちどまるべき心ならねば（千載集・恋五・九一四・赤染衛門。続詞花
集・恋下・六五五。赤染衛門集・三四八）
〔語釈〕
　○すむ
―
「澄む」に「 （憂き）世」の縁で「住む」が掛かる。○憂き世のほか
―
憂く辛いこの世以外の所。
参考の続古今歌の「憂き世のほか」は西方極楽浄土を暗示するが、ここは、俗世から出離した出家者の世界を言うか。
夏雲
504
　なにぞこは
待ま
たる
るゝ
月はさもあらで
山やま
の
端は
のぼる夕立の雲
六〇
〔通釈〕
　夏の雲何だ、これは。心待ちにされる月はそうでもなくて、かわりに山の端を上る夕立の雲とは。
〔参考〕
　なにぞこは稲負鳥の名のみして刈り干す民に足たゆ 来る（新撰六帖・第二・いなおほせ鳥・六六〇・真
観）
夕立の風に別れて行く雲におくれてのぼる山の端の月（秋篠月清集・夏・雨後夏月・一〇九〇。後京極殿御
自歌合・雨後夏月・四四。風雅集・夏・三八九・良経）
〔語釈〕
　○なにぞこは
―
何だ、これは。 「こはなにぞ」の倒置形。参考の真観詠の他に、同時代では『現存六帖』に
「なにぞこは世に定めなき花桜惜しきばかりのかはらざるらん」 （はなざくら・六一一・実経）が見える。宗尊は、これらに学んだのであろう。
〔補説〕
　参考の良経詠や、詞書を「雨後月明といへる心をよめる」とする『千載集』の俊恵詠「夕立のまだ晴れやら
ぬ雲間より同じ空とも見えぬ月かな」 （夏・二一七）等の、夏の夕立を降らせた雲の後に照る月の景趣を踏まえながらも、その夕立をこれから降らせるはずの積乱雲と思しき雲が、月をさしおいて山の稜線を上って行くさまを詠じるか。
秋
雲々
505
　草木
吹ふ
くむべ山
風かせ
の夕
暮くれ
に
時しく
雨
れて
寒さむ
き秋の
群むら
雲
〔通釈〕
　秋の雲
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
六一
草木を吹く（そして萎れさせる） 、なるほど（嵐と言うはずの）山風のうちの夕暮に、時雨を降らせて寒い秋の群雲（が流れ行く）よ。
〔本歌〕
　吹くからに秋の草木のしをるればむべ山風を嵐といふらむ（古今集・秋下・二四九・康秀）
〔参考〕
　あはれ我が身 しみ渡る夕べかな時雨れて寒き秋の山風（新撰六帖・第一・あきの晩・一五五・真観）
思ひあへず時雨れにけりな立田山薄霞み行く秋の群雲（夫木抄・秋四・秋雑・貞応三年百首・五五五二・為
家。同・秋六・秋山・貞応三年四季百首、秋雲・六〇一二）
〔補説〕
　「秋の群雲」 、参考の為家詠に負いつつ、宗尊が好んだか。該歌に先行して、 「憂く辛き物なりけりな更く
る夜の月の空行く秋の群雲」 （瓊玉集・秋下・和歌所にて男ども結番歌読み侍りける次に・二二〇）や「時雨れぬと見ゆる空かな雁鳴きて色づく山の秋の群雲」 （続古今集・秋下・五〇七）と用いてい 。安貞元年（一二二七）生で正安二年（一三〇〇）没 源雅言に「山の端の夕日の影もたえだえに時雨れて過ぐる秋の群雲」 （玉葉集・秋下・暮秋望・八一五）があるが、詠作時期は不明である。雅有の「染め返しなにをあかずと時雨るらん紅葉にかかる秋の群雲」 （隣女集・巻四
自文永九年至建治三年
・秋・紅葉歌中に・二一六七）は、該歌よりも後出であり、為家や
宗尊の歌に倣った可能性が高いで ろう。勅撰集で 、右の『玉葉集』所収雅言詠の他 は、 『風雅集』の徽安門院詠「雁 鳴くとほちの山は夕日にて軒端時雨るる秋 群雲」 （ 中 秋 とて・五四一）という、きわめて京極派らしい一首が見えるのみであ 。宗尊の好みが京極派に通うことを窺わせる小さな事例 つ 言えよう。
冬
雲々
506
　古郷は雪げになれやみ
吉よし
野の
のゝ
山
嵐あらし
さえて雲のか
かゝ
れる
六二
〔通釈〕
　冬の雲古里は雪模様になればか、吉野の山から吹く激しい風が冷たく冴えて、山には雲がかかっている。
〔参考〕
　み吉野の山 白雪積もるらし古里寒くなりまさるなり（古今集・冬・三二五・是則）
秋篠や外山の里や時雨るらん生駒の嶽に雲のかかれる（新古今集・冬・五八五・西行）み吉野の時雨も日数ふる里にかよふ嵐や雪げなるらん（後鳥羽院御 外宮御百首 冬・三五九）古郷は 山の 嵐に吹きく たびに雪は散りつつ（洞院摂政家百首・冬・雪・九〇〇・実氏）
〔語釈〕
　○古郷
―
故郷、古里。 「吉野」は、古代に離宮が営まれた（故京）という通念から、このように言うのが類
型となっている。○雪げになれや
―
新鮮な句形。後出では、京極派の『二十番歌合（嘉元～徳治） 』に、永福門院
の「神無月時雨の空も日数経て雪げになれや雲ぞしづまる」 （雲・一）と永福門院内侍の「風早み時雨るる頃は浮き立ちて雪げになれや雲ぞしづまる」 （同・四）が見える。○み吉野の山
―
大和国の歌枕。吉野山のこと。奈良県
吉野郡の金峯山一帯の山。
〔補説〕
　参考の是則詠を初めとする「吉野」の「古里」と「山」との気象の連関を下敷きにして、西行詠を換骨奪胎
したとも言える詠み方。後鳥羽院や実氏の歌の詞遣いにも学ぶところがあったか。
雑雲
507
　夕暮の
高たか
嶺ね
にかくる雲
見み
ればす
ずゝ
ろに
も
物の
のあはれなる
か
哉な
〔通釈〕
　雑の雲
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
六三
夕暮の高嶺におおいかける雲を見ると、訳もなくむやみに、しみじみともの哀れであることだな。
〔参考〕
　おぼつかな秋はいかなるゆゑのあればすずろに のの悲しかるらん（新古今集・秋上・三六七・西行 山家
集・秋・秋歌中に・二九〇。西行法師家集・雑・題不知・六一八）
ちはやぶる神のいがきにきねがふるすずろにもののあはれなるらん（明日香井集・百日歌合
毎日一首後不見建保
二年七月廿五日始之
・八女・七〇一）
夕暮は雲の たてに物ぞ思ふ天つ空なる人を恋ふとて（古今集・恋一・四八四・読人不知）
〔補説〕
　参考の雅経詠は、西行詠に負っていようか。その西行詠は、 『大和物語』の「世 ふれど恋もせぬ身の夕さ
ればすずろにものの悲しきやなぞ」 （十九段・二条の御息所）の詠み換えかとも疑われる一首である。該歌の下句は、これらを視野に入れていたことの反映であろう。同時に、 「夕暮」の「雲」に物思いをするという古今集発想の枠組みの中にある歌でもあろう。
春風
508
　はてはみな
別わか
れありてふ
憂う
き世とて花にも
避さ
らぬ春の山
風かせ
〔通釈〕
　春の風最後は皆別れがある、という憂く辛いこの世だといって、桜の花にも避けられず吹く春 山風よ。
〔参考〕
　花ゆゑにとひ来る人の別れまで思へば悲し春 山風（新勅撰集・春下・一一二・慈円。慈鎮和尚自歌合・花
の歌中に・三八。拾玉集・花月百首・一三二九）
六四
吹く風のさらぬならひも忘られて千代もと嘆く花の陰かな（続古今集・春下・一〇九・鷹司院按察。万代
集・春下・三七二）
夏
風々
509
　夕されば涼しくも
あ
有る
か夏草の野島が
崎さき
の
沖おき
つ
潮しほ
風
〔通釈〕
　夏の風夕方になると涼しいことであるな。 （夏草の）野島が崎の沖に吹く潮風よ。
〔参考〕
　河風の涼しくもあるかうち寄する浪とともにや秋は立つらむ（古今集・秋上・一七〇・貫之）
おのづから涼しくもあるか夏衣ひもゆふ暮の雨の名残に（新古今集・夏・二六四・清輔。定家八代抄・夏
二五五。詠歌大概・秀歌体大略・二一。久安百首・夏・九三〇、四句「ひもゆふ立の」 。清輔集・夏・夕立・八 、四句同上）
浜風に涼しくなびく夏草の野島が崎に秋は来にけり（続後撰集・秋上・二四〇・有家。千五百番歌合・夏
三・一〇一〇。秋風集・秋 ・二三三。和漢兼作秋 秋上 五三四
浦人も夜や寒からし霰降る鹿島が崎の沖つ潮風（万代集・冬・結縁経百首 一三九一 為氏。新後撰集・
冬・霰を・四九八、四句「鹿島の崎の」 ）
〔語釈〕
　○夏草の
―
「野（野島） 」の枕詞。○野島が崎
―
淡路国の歌枕。現兵庫県津名郡北淡町、淡路島北端の野島
の西海岸辺り。 『万葉集』の「玉裳苅る
敏ひぬめ
馬
（現行訓「みぬめ」 ）を過ぎて夏草の野嶋が埼に舟近づ ぬ」 （巻三・
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
六五
雑歌・柿本朝臣人麿羈旅歌八首・二五〇、異伝第二句「をとめを過ぎて」 ）と「
粟あはみち
路
の（現行訓「あはぢの」 ）野島
が崎の浜風に妹が結びし紐吹き返す」 （同上・二五一）が原拠。顕輔の「近江路や野島が崎の浜風に夕波千鳥立ち騒ぐなり」 （顕輔集・長承元年十二月廿三日内裏和歌題十五首・千鳥・一〇一）や「東路の野島が崎の浜風に我が紐ゆひし妹が顔のみ面影に見ゆ」 （千載集 雑下・一一六六）は、 『万葉集』 （二五一）の「粟路之」 旧訓「あはみちの」の訛伝・誤解あるいは意改に起因するか。 『建保名所百首』や 八雲御抄』が、近江国（後者は一説淡路）とするのも同根であろう。該歌の場合は、 「沖つ潮風」の用語から、淡路国の「野島が崎」を詠じたと見るべきであろうが、宗尊自身 近江説を知っていた可能性は、否定できない。近江国のそれは、現滋賀県神崎郡能登川町にある野島崎神社辺りの洲崎に比定されている。
〔補説〕
　「夕されば」 「涼し」とする歌は、早くは『行宗集』に「夕されば吉野の川の川風に岩越す波の音ぞ涼しき」
（水風晩涼
師時朝臣会
・八六）が見え、同時代の道経にも「夕されば玉ゐる数も見えねども関の小川の音ぞ涼しき」
（続詞花集・夏・水辺納涼をよめる・一四六）があり、これが『千載集』 （夏・二一一）に入集するのが勅撰集の初出となる。また、覚性法親王に「夕されば見るさへ涼しを笹原風 波寄る深草の里」 （出観集・夏・二六九） 、経盛に「夕されば蘆の葉末に風過ぎて涼しく見ゆる難波潟かな」 （経盛集・刑部卿頼輔卿家歌合に・四四） 、長方に「夕されば難波の蘆を吹く風にこやの渡りぞ涼しかりける」 （長方集・二条院御時、蘆葉有風といふ事を・六二）があって、院政期にはこの詠み方が類型化し いることが窺われる。その後、新古今 代にも「夕されば波越す池 蓮葉に玉ゆりすうる風 涼しさ」 （御室五十首・夏・六八・実房。玉葉集・夏・四二三）他の作例が散見する。実朝には「夕されば衣手涼したかまとの尾上の宮の秋の初風」 （金槐集定家所伝本 秋・秋風・一六二）や「夕されば秋風涼し七 の天の羽衣たちや ふらん」 （同上・ めによめる・一六七）と う両首がある。宗尊は既に
六六
「文永元年十月百首歌」 （秋）で「夕されば山陰涼し吉野なる夏実の川の秋の初風」 （柳葉集・巻四・五八〇）と詠じていて、該歌も含めて、院政期以来の詠み方に従っていると言える。
秋
風々
510
　
憂う
かりける草葉も
知し
らず
我わ
が為にまづ色どりし秋の初
風かせ
〔通釈〕
　秋の風
（すぐに色が変わるので）嫌だった草葉は（どうか）知らないけれど、先づ私自身にむけて、 （人が） 「飽き」と（心を）色づかせた秋の初風よ。
〔参考〕
　我が為に来る秋にしもあらなくに虫の音聞けばまづぞ悲しき（古今集・秋上・一八六・読人不知）
秋萩を色どる風の吹きぬれば人の心もうたがはれけり（後撰集・秋上・女のもとより、ふん月ばかりにいひ
おこせて侍りける・二二三・読人不知。業平集・染殿の内侍の許に通ひける頃、女・一一。古今六帖・第一・あきの風・四〇八 作者未詳）
秋萩を色どる風は吹きぬとも心はかれじ草葉ならねば（後撰集・秋上・二二四・業平。業平集・一二。古今
六帖・第 六一二・なりひら、三句「早くとも」 ）
〔語釈〕
　○秋
―
「憂かりける」の縁で「飽き」が掛かる、と解する。
〔補説〕
　やや分かりにくい歌である。 「秋の初風」が人の心を「飽き」の色にした、秋風とともに人が私を飽きた、
という主旨と見ておくが、必ずしも恋の気分という訳ではなく、述懐に傾いた歌ではあろう。
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
六七
春雨
511
　雨そ
そゝ
く
夕ゆふ
べの空の
薄うす
霞
も
物の
あはれなる春の色かな
〔通釈〕
　春の雨雨が降り注ぐ夕方の空をおおう薄霞よ。何となくしみじみとした春の色であることだな。
〔参考〕
　なにとなくものあはれにも見ゆるかな や旅の心 るらん（長秋詠藻・故女院
美福門
白河押小路殿にて彼岸
の御念仏ありし七日のほど、人人毎日会せんとて歌よみし中に、羈中霞といふ心を・二〇五）
なにとなくものあはれなる如月に雨そほ降れる夕暮の空（正治初度百首・春・九・後鳥羽院。後鳥羽院御
集・正治二年八月御百首・春・八、三句「如月の」 ）
天の原富士の煙の春の色 霞になびく曙の空（新古今集・春上・三三・慈円。正治後度百首 霞
一〇〇一。拾玉集・詠百首和歌・霞・三六七四）
〔他出〕
　中書王御詠・春・春雨・一七。
〔語釈〕
　○春の色
―
→
492。
〔補説〕
　「雨」が降った後に「薄霞」がかかったのではなく、降り注ぐ春の雨が景色を薄く霞ませている様子を詠じ
たか。
雑風
512
　憂
き・
身をばいかなる風の吹
き・
頻し
きて浪の
騒さは
ぎに
沈しつ
めはつらん
六八
〔通釈〕
　雑の風この憂く辛い我が身を、どのような風が頻りに吹いて、波の騒ぎの中にすっかり沈めているのだろうか。
〔本歌〕
　知りにけむ聞きても厭へ世の中は浪の騒ぎに風ぞ頻くめる（古今集・雑下・九四六・布留今道）
〔参考〕
　雲ゐぢのはるけきほどの空ごとはいかなる風の吹きて告げけん 後撰 二 一一四一・読人不知）
〔語釈〕
　○波の騒ぎに沈めはつらん
―
不穏な世間の動向のうちに沈淪させられた自己を寓意する。
〔補説〕
　歌題から見て、本来は
510の「秋風」題歌の次に位置するべきか。
夏雨
513
　なにとなき昔
語かた
りに袖
濡ぬ
れて
閑しつ
かに
暮く
らす五月雨の
頃比
〔通釈〕
　夏の雨なにということもない昔語りに、袖が涙 濡れて、閑かに日を暮らす五月雨の頃よ。
〔参考〕
　なにとなく昔語りに袖濡れてひとり寝る夜もつらき鐘かな（後鳥羽院遠島百首・雑・八七）
舟人は苫の雫に袖濡れて幾夜とまりの五月雨の頃（白河殿七百首・夏・舟中五月雨・一七二・真観）
〔語釈〕
　○閑かに暮らす
―
先行例を見ない句。類似の措辞として、
464の「静かにて明け暮らすこそ」がある。
〔補説〕
　参考の真観詠は、 「五月 は苫の雫に袖濡れてあな潮どけ 波 うき寝や」 （千載集・夏・一八七・仲正）に
拠ったもので、宗尊もそれは理解していたであろう。
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
六九
秋雨
514
　
問と
へかしな桐の
葉は
落
つ・
る山
里さと
の夕
べ・
の雨の
秋あき
のあはれを
〔通釈〕
　秋の雨尋ねてくれよ。桐の葉が枯れ落ちる山里の、夕方の雨が降る秋のしみじみとした情趣を。
〔参考〕
　いかばかり君歎くらん数ならぬ身だに時雨れし秋のあはれを（後拾遺集・哀傷・五五一・出雲）
夕されば松風寒し山里の のあはれを問ふ人もがな（治承三十六人歌合・松風・九六・寂念）待つ人のあらば恨みや重ねまし桐の葉落つる秋の夕暮（宝 百首・秋・秋夕 一三八六・経朝）み山辺や住みな ひても寂しきは桐 葉落つる秋の夕暮（新和歌集・雑上 山家秋・七九七 源宗景秋の雨に桐の葉落つる夕暮を思ひ捨つるぞ待つにまされる（三十六人大歌合
弘長二年
・八・基家）
〔影響〕
　松に吹く夕べの風は昔にて桐の葉落つる故郷の雨（宗良親王千首・恋・寄桐恋・七〇六。新葉集・恋
五・九九五・宗良親王）
問へかしな梧の葉落つる秋 雨ももろき涙にたぐふ夕べを（卑懐集〈基綱〉 ・恋・四九九）
〔補説〕
　参考の「秋のあはれ」の両首、 「桐の葉落つる」の三首は、そ ぞれ宗尊の視野に入っていた可能性が考え
られる歌々であるが、いずれの歌に拠ったかを特定することには意味がないであろう。
一応影響歌として挙げた姉小路基綱の一首につい は、基綱詠全体を検証する中で、改めて定位されるべきであ
ろう。
七〇
冬雨
515
　神無月袖より外の
時しく
雨
る
るゝ
は雲も
愁うれ
への
あ
有る
世なるらん
〔通釈〕
　冬の雨神無月十月に、涙の袖以外が時雨れるのは、私ばかりでなく雲も愁えがあるこの世であるのだろうか。
〔参考〕
　神無月旅寝 空をながむれば袖より外もうち時雨れつつ（寂蓮法師集・羈中時雨・一六三）
空に満つ愁への雲の重なりて冬の雪とも積もるなりけり（久安百首・冬・八五六・俊成。長秋詠藻・五六）袖ぬらす時雨なりけり神無月生駒の山にかかる群雲（新勅撰集・冬・三八二 師賢）
〔類歌〕
　空寒み雲も愁へて神無月時雨れもはてぬ袖の色かな（草根集・冬・時雨・五〇二〇）
〔補説〕
　『中書王御詠』の「神無月空行く雲の晴るる間はあれども袖のなほ時雨れつつ」 （冬・時雨・一三三）とは対
照的な趣向。
雑雨
516
　いたづらにふり行
く・
身こそあ
は哀
れなれ涙の雨に袖をまかせて
〔通釈〕
　雑の雨ただむなしく古びて行くこの身こそが悲しくさびしいよ。降りゆく涙の雨のままに、袖をゆだねて。
〔本歌〕
　いにしへにふりゆく身こそあはれなれ昔ながらの橋を見るにも（後拾遺集・雑四・一〇七四・伊勢大輔）
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
七一
〔参考〕
　墨染の衣の袖は雲なれや涙の雨の絶えず降るらん（拾遺集・哀傷・一二九七・読人不知）
白雲の幾重の嶺を越えぬらんなれぬ嵐に袖をまかせて（新古今集・羈旅・九五五・雅経）
〔語釈〕
　○ふり
―
「古り」に「雨」の縁で「降り」が掛かる。
〔補説〕
　後拾遺集初出歌人 伊勢大輔の歌を本歌と見ることについては、 『瓊玉和歌集注釈稿（三） 』 （本紀要四七、
平二二・三）
126、
128補説参照。
春暁
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〔通釈〕
　春の暁
（そこに入るなら）恨むに違いない山の端に到るまでの月光も見ないよ。 （あたりを覆う）春霞の果てに沈む有明の月は。
〔参考〕
　惜しむべき雲のいづくの影も見ず霞みて明くる春の夜の月（宝治百首・春
･
春月・四〇三・実氏。続拾遺
集・春下・一三二）
誰が里に山の端までとながむらん明石の浦に有明の月（仙洞十人歌合・浦月・五七・家隆。壬二集・秋・仙
洞にて十題歌合に、浦月・二四六二、二句「山の端までに」 ）
ながめやる霞の末はしら雲のたなびく山の曙の空（正治初度百首・春・二〇九・式子。式子内親王集・
二〇七、二句「霞の末の」 。 百六十番歌合・春・四）
七二
〔類歌〕
　有明は入る恨みなき山の端のつらさにかはる暁の雲（玉葉集・秋下・七一六・雅有）
〔他出〕
　中書王御詠・春・春暁月・二五。
〔補説〕
　「あかなくにまだきも月の隠るるか山の端逃げて入れずもあらなむ」 （古今集・雑上・八八四・業平。伊勢物
語・八十二段・一四九・馬頭）は、人事を寓意したものではあっても、 「月」が沈む「山の端」に対する感情を代表していよう。このような思いを基盤に、いつまでも沈まない「有明」の「月」であっても、 「月はなほ入らで有明の山の端もさぞあらましに恨めしきかな」 （民部卿家歌合
建久六年
・暁月・一〇二・丹後）といった「山の端」へ
の「恨」みが表出 れるのである。こういった通念を踏まえ 詠作 ある。
夏暁
518
　郭公
声こゑ
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方かた
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〔通釈〕
　夏の暁時鳥の声がする方の山の稜線に、月が傾き沈んで、ほのかに白んで明け 暁よ。
〔本歌〕
　夏の夜の臥すかとすれば郭公鳴く一声に明くるしののめ（古今集 夏・一五六・貫之）
〔参考〕
　郭公月 傾く山の端に出でつる声の帰り入るかな（山家集・百首 郭公十首・一四七二）
郭公鳴きつる方をながむればただ有明の月ぞ残れる（千載集・夏・一六一・実定）
〔類歌〕
　郭公鳴く一声はしの め 月を残して明くる山の端（四十番歌合
建保五年十月
・夏月・三二・兵衛内侍）
〔他出〕
　中書王御詠・夏・百五十首歌に、夏暁・五七。
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
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〔語釈〕
　○郭公声する方の山の端に
―
次句の「月傾きて」にかかると見るのが穏当だが、 「明くるしののめ」にかか
ると見ることもできよう。もちろん、 「時鳥」の本意は「一声」にあるので、両者にかかると見るべきではない。参考の西行詠や実定詠を踏まえれば、宗尊も少なくとも後者は意識していた あろうし、やはりこの「山の端」は、西の山の稜線と解するべきであろう。なお、 「声する方」 、 『古今集』の「秋の野に道もまどひぬ松虫の声する方に宿やからまし」 （秋上・二〇一・読人不知）が原拠だが、鳥について言うのは『後拾遺集』の「数知らず重なる年を鶯の声する方の若菜ともがな」 （春上・三七・藤三位親子）が比較的早い。時鳥についていう例 多くないが、頼政の「郭公声する方の空見れば月をながむる心地こそすれ （為忠家初度百首・夏・雲間郭公・一八六）が早 。また、時鳥ではないが、雁 「月」との取り合わせでは、順徳院に「惜しむらん人の心をなく雁の声する方に月ぞ残れる」 （紫禁和歌集・同〔承久二年〕八月十五夜会・惜月・一一九一）がある。両首共に、宗尊 目入っていたかもしれない。○し め
―
夜明け方、東方の空が少し白む頃、またその状態。
〔補説〕
　参考の実定詠は、 「有明の月だにあれや時鳥ただ一声の行く方も見む」 （後拾遺集・夏・一九二・頼通）が踏
まえられていようか（新日本古典文学大系『千載和歌集』平成五・四、岩波書店） 。
秋暁
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〔通釈〕
　秋の暁里人が打つ砧の音に目を覚まして、明け方の寒い空にかかる月を見ることだな。
七四
〔参考〕
　衣打つ砧の音にことよせて寝覚めがちなる秋の夜な夜な（久安百首・秋・七四五・実清）
まどろまでながむる月の明け方に寝覚めやすらん衣打つなり（拾遺愚草・春日同詠百首応製和歌・秋・
一三四四）
月の色も山の端寒しみ吉野の故郷人や衣打つらん（内裏歌合
建保元年閏九月
・深山月・一・順徳院。紫禁和歌
集・同〔建保元年〕閏九月十九日歌合、深山月・二八三）
夜を長み寝覚めて聞けば長月の有明の月に衣うつなり（金槐集定家所伝本・秋・月前擣衣・二四七）
〔他出〕
　中書王御詠・秋・百五十首の歌に、秋暁・一一九。
〔語釈〕
　○明け方寒き
―
新鮮な措辞。後鳥羽院の「宮城野や暁寒く吹く風に鳴く音も弱ききりぎりすかな」 （最勝四
天王院和歌・宮城野陸奥・四三一）を初めとした、 「暁寒き」がやや先行するが、いずれも鎌倉初期頃以降に詠まれ始める。 「明け方寒き」の先行例は、藤原光経に「雲の色も明け方寒き山の端の松の葉ごしに残る月影」 （光経集・冬・五〇六）がある。光経は「暁寒き」についても、 「嵐吹く遠山もとの里つづき暁寒く衣打つなり」 （光経集・暁擣衣 五三 や「この頃の暁寒き月影に里も残らず打つ衣かな」 （同・暁擣衣・五六六）と、擣衣を詠んでいて、この両首の景趣は該歌に通う。あるいは、宗尊はこれら真観の叔父光経の歌に学んでいたか、 も疑われるの ある。
〔補説〕
　宗尊は、参考に挙げた歌のいずれかにのみ拠ったという訳ではなく これらの歌々に見られる言詞や想念に
日頃から習っていた、と捉えるべきであろう 中で順徳院の 首は、雅 の み吉野の山の秋風さ夜更けて故郷寒く衣打つなり」 （新古今 秋下・擣衣の心を・四八三）に負っていよう。該歌にも微 に、雅経詠 面影が感じられなくもない。
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
七五
雑暁
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〔通釈〕
　雑の暁暁に目を覚ますその度に、ぐっしょりと濡れるのは、昔を思って流す涙なのであったな。
〔参考〕
　暁の寝覚め たびに音をぞ泣く後の世思ふ袖の枕に（秋風抄・雑・三一九・道家。夫木抄・雑十四・袖のま
くら・雑歌中 　秋風・一五三九二）
昔思ふさ夜の寝覚めの床さえて涙も氷る袖の上かな（新古今集・冬・六二九・守覚。正治初度百首・冬・
三七二）
〔補説〕
　実体験に基づく率直な感懐かとも疑われる。とすれば、この「昔」は、将軍になる以前の幼少時か、将軍在
位時か、東下・西上の折々か、あるいはそれら全てを包含した過去か。
夏朝
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〔通釈〕
　夏の朝夜が明けたのであったな。まだまだ短い夏の夜にうち捨てられて、急がない月が空に残ってい よ。
〔本歌〕
　夏の はまだ宵ながら明けぬるを雲のいづこに月宿るらむ（古今集・夏・一六六・深養父）
七六
〔参考〕
　草の原野もせの露に宿借りて空に急がぬ月の影かな（続古今集・秋上・野月をよみ侍りける・四二四・為
家。宝治百首・秋・野月・一六四七）
白雲にまがへし花は跡もなし弥生の月ぞ空に残れる（新勅撰集・春下・一二四・公経）
〔他出〕
　中書王御詠・夏・百五十首の歌に、夏朝・七一、為家評詞「第三、四句、不庶幾候」 。
〔語釈〕
　○明けにけり
―
初句に置くのは珍しい。 「更けにけり山の端近く月さえて十市の里に衣打つ声」 （新古今集・
秋下・四八五・式子）等の「更けにけり」を初句に置く歌に倣ったかとも思われる。また一方、本歌の『古今集』歌は、 「夏の夜はまだ宵ながら明 雲のいづくに月隠るらん」 （継色紙、基俊本。古来風体抄・二一四）の形でも伝えられているのであり、宗尊がこれに拠った可能性を見る必要があろう。○まだ短か夜に
―
特異な措辞。本
歌の「まだ宵ながら」から発想されたと見る。まだまだ短 夏の夜に、というほどの意味か。先行例は見当たらず、後出 は、 『風雅集』 「七夕の契りは秋の名のみしてまだ短か夜は逢ふほどやなき」 （秋上・四六九・道平）が勅撰集唯一の例である。そ 後 、正徹に「洩る月 枝もさはらぬ竹の子のまだ短か夜の窓ぞ涼しき」 （正徹千首・夏・夏月・二七一。草根集・夏・夏月・二二四五） 、実隆に「待ち待ちて心やすめむ だにもまだ短か夜の星合の空」 （着到百首和
永正六年九月九日
・雪玉集・織女惜別・七〇〇五。称名院集・五四三） 、伏見宮貞常親王に
「今来んの秋の光は見えなからまだ短か夜の有明の月」 （後大通院殿御詠・秋近月明・四二四）等の作例が見える。後二首は、 『風雅集』歌に拠ったものであろうが、正徹の一首についてはなお、宗尊詠 も倣った可能性を見ておきたい。○捨てられて
―
置き去りにされて、といった程の意味か。このように、 「捨つ」に受け身の「らる」が付
く形は、 『中書王御詠』の為家評詞が言うとおり、伝統的雅詞ではない。早くは俊頼に、 「捨てられてうき瀬に立てる水車世にめぐるとも見えぬ身なれや」 （散木奇歌集 雑上 水車の程過ぎて、捨 たれば廻 を見てよめる・
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
七七
一三三七。田上集・六六）がある。新古今歌人では、家隆が好んだと思しく、 「頼みこし我が心にも捨てられて世にさすらふる身を厭ふかな」 （洞院摂政家百首・雑・述懐・一八二一。万代集・雑六・三七二二） 、 「無き名のみゆふつけ鳥の逢坂に捨てられてだに音をやなかばや」 （道助法親王家五十首・恋・寄鳥恋・九 一。定家家隆両卿撰歌合・六六、結句「音をもなかばや」 ） 、 「老が世の憂き身は春に捨てられてまたあら玉の年も急がず」 （壬二集・日吉奉納五十首・冬・一八三〇） どと用いてい 勅撰集には、右の の「頼みこし」の一首が、 『玉葉集』 雑五・二五一九）に入集するのみである。○急がぬ月
―
珍しい句。他には、幕末の井上文雄に「こよろぎのいそがぬ
月に見渡せば雲居になりぬ伊豆 大島」 （調鶴集・秋・海上月・三一四） 作例があるが、これは「こよろぎの磯」から「急がぬ月」に鎖る形である。宗尊は恐らく、参考の為家詠に拠って詠出したのであろう。その為家が、 『中書王御詠』の評詞でこの句を批判したのは、自身の「空 急 ぬ月の影かな」が 「急がぬ月の空に残 る」と詠み替えられた、その「急がぬ月」が 俗に傾いた、あるいは意を尽くさない縮約のように感じられたからではないだろうか。
〔補説〕
　初句に「明けにけり」を置くことや二・四句の措辞自体は新奇であり、三・五句の形も必ずしも伝統的では
ない。その意味では、宗尊なり 野心的試み のであろうが、一首全体とし は 題の「夏朝」をむしろ「夏 」の本意の範疇で表したものと言える。なおまた、二句と が 勅撰 ではそれぞれ『風雅集』 『玉葉集』にしか見えない点は、宗尊の詠みぶり 京極派の好みとに通う点があること 窺わせる。
秋朝
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七八
〔通釈〕
　秋の朝雁が鳴く秋の早朝に見渡すと、霧に隠れている四方の山の稜線よ。
〔本歌〕
　この頃の けの霧隠れ妻呼ぶ鹿の声のさやけさ（続古今集・秋下・四四五・人麿。原歌万葉集・巻十 　
秋雑歌・詠鹿鳴・二一四一・作者未詳）
〔参考〕
　隔て行く霧隠れなる女郎花深き窓にもあるかとぞ思ふ（公衡集・賦百字和歌
七月九日午時以後三時詠之
・秋・を
みなへし・三九）
立ち染むる霞の衣薄けれど春きて見ゆる四方の山の端（続後撰集・春上・一三・公経。万代集・春上・
一九。道助法親王家五十首・春・初春・二。新三十六人撰
正元二年
・一〇一）
〔補説〕
　本歌の万葉原文は「比日之 　秋朝開尓 　霧隠 　妻呼雄鹿之 　音之亮左」 。二句は旧訓・現行訓共に「あきの
あさけに」 、三句は旧訓「きりかくれ」現行訓「きりごもり」 、五句は旧訓「こゑのはるけさ」あるいは「おとのはるけさ」現行訓「こゑのさやけさ」 。また、この歌は、 『古今六帖』 （第二・しか・九四〇・作者未詳）には二句「秋の朝けに」五句「音のさびしさ」 、 『綺語抄』 （六四〇）には二句「秋の朝けに」下句「妻恋ふ鹿の音のともしさ」 、 『秋風集』 （秋下・三六一）には下句「妻どふ鹿の声のさびしさ」作者「友則」で、それぞれ見える。
雑朝
523
　
ま
又た
さこそはかなく
暮く
れめ
今けふ
日
と
言い
ひてあはれに空の明
け・
渡わた
る
か
哉な
〔通釈〕
　雑の朝
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
七九
さぞまた、はかなく一日が暮れるのだろう。今日も今日とて、しみじみと空が明け渡ることではある（けれども）な。
〔参考〕
　惜しめどもはかなく暮れて行く年の偲ぶ昔に帰らましかば（千載集・冬・四七三・光行）
今日と言ひ昨日と暮らす夢の中に五十余りの過ぐるほどなさ（続拾遺集・雑下・中務卿宗尊親王家百首歌・
一二六四・教定）
短か夜の月を宿せば夏衣薄くも影の明け渡るかな（宝治百首・夏・夏月・一〇六五・寂西）
〔他出〕
　中書王御詠・雑・朝・二四五。
〔語釈〕
　○またさこそ
―
「さこそまた月もすむらめ浮雲をみるめはよそににほの浦風」 （宝治百首・秋・湖月・
一六三七・弁内侍）等の「さこそまた」の倒置形。○今日と言ひて
―
①「今日と言へばもろこしまでも行く春を都
にのみと思ひけるかな」 （新古今集・春上・五・俊成）の「今日といへば」は、特定の日を言う句である。また、②「今日と言ひし暮はなほこそただならね契りしことをなほ頼めども」 （隆信集・恋五・女の、頼めし日を言ひのべつつ、後 日を待てと言ひしかば、初め契りし日の暮れ方に、曇る空も今日うれしからましをなど ちながめ暮らして、かくなむ・六七四）の「今日と言ひし」は、逢瀬 日 約したことを う措辞である。 「今日と言ひて」の同形は、他には 出の伏見院詠「今日と言ひて春をむかふる心こそいついつなべてひとしかる め」 （伏見院御集・正月一日）が目 入るが、これ 、①の特定の日であることを表す措辞となっている。該歌の場合は、恋歌であるならば②の意味合いで解することができるようにも思われ が、雑歌の述懐 して、 「一日一日を暮らして廻り来るまた別の今日ということで」 いった趣意に解するべきかと思われる。 の点で、参考の教定詠の「今日と言ひ」が最も近い用法であると考える である。
八〇
〔補説〕
　参考の「今日と言ひ」歌の作者教定は、藤原雅経の子にして関東祗候の廷臣であり、宗尊にも影響を与えた
と思しい。この歌は、弘長元年（一二六一）九月の「中務卿宗尊親王家百首歌」で詠じた一首であって、宗尊が必ずや目に ていたであろう。
春夕
524
　花の香はそことも
知し
らず匂ひ来て遠山
霞かす
む春の夕暮
〔通釈〕
　春の夕べ花の香は、どことも知らずに匂って来て、遠山が霞んでいる春の夕暮よ。
〔参考〕
　思ふどちそことも知らず行き暮れぬ花の宿かせ野辺の鶯（新古今集・春上・八二・家隆）
五月雨の雲にも霞むながめかな遠山本の夕暮の空（正治後度百首・夏・五月雨・八二二・宮内卿）
〔類歌〕
　おのづから風のつてなる花の香のそことも知らず霞む春かな（続拾遺集・春上・山階入道左大臣家 十首歌
よみ侍りけるに、寄霞花といへる心をよみてつかはしける・六七・公親）
そことなく遠山霞む春の日に見えぬ梢の花ぞ待たるる（為理集・同心〔待山花〕を・七三七）
〔影響〕
　尋ねばやそことも知らぬ 霞に匂ふ春の山もと（李花集・春・これかれ誘ひて花尋ね侍りし所にて・
八〇）
〔他出〕
　中書王御詠・春・百五十首の歌よみ侍りしに、春夕・七。続拾遺集・春上・暮山春望といふ事を 六六。 　
題林愚抄・巻二十一・雑・暮山春望・同（続拾） ・九四一九。 　
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
八一
〔補説〕
　山が霞む春の夕方の風情を賞するという点では、後鳥羽院の「見渡せば山もと霞む水無瀬川夕べは秋となに
思ひけむ」 （新古今集・春上・三六）の延長上に位置付けられる歌である。
秋夕
525
　ながめても身をばかくやは
愁うれ
へこしあはれ昔の秋の夕暮
〔通釈〕
　秋の夕べ物思いに眺めても、我が身をこのように愁えて来たか。いや、来なかった ずだ。ああ昔の秋の夕暮よ。
〔参考〕
　ながめてもあはれと思へおほかたの空だに悲し秋の夕暮（新古今・恋四・一三一八・長明）
あるじなきすみかに残る桜花あはれ昔の春や恋しき（続古今集・哀傷・花山にまかりたりけるに、僧正遍昭
が室の跡の桜の散りけるを見て・一四一〇・国基。万代集・雑一・二七八五。国基集・七三。新時代不同歌合・二一八）
〔他出〕
　中書王御詠・秋・秋夕・九七。
冬夕
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〔通釈〕
　冬の夕べ
八二
神無月十月、雲が浮き立つ夕暮は、もろくもこぼれる我が涙が、空よりもまづ先に時雨と降るのであったな。
〔参考〕
　木の葉散る時雨やま ふ我が袖にもろき涙の色と見るまで（新古今集・冬・五六〇・通具）
夕暮に物思ふことは神な月我も時雨におとらざりけり（大和物語・十九段・二九・故式部卿の宮。秋風集・
冬植上・四五九・式部卿のみこ敦慶、四句「是も時雨に」 ） 。
〔語釈〕
　○浮き立つ
―
為家の元仁元年（一二二四）の作「わたの原波路の末は中絶えて雲に浮き立つ海人の釣舟」
（為家集・詠百首和歌〔元仁元年藤川題百首和歌〕 ・雑・海路眺望・二〇九三）が早い例になる。その後にも為家は、 「秋になる風のけしきのかはるより心浮き立つ空の村雲」 （為家集・秋・秋風
建長五年七月
・五四六）と詠じてい
る。 「浮き立つ」の主語や対象が「雲」である例は、 「道助法親王主催で嘉禄元年（一二二五）四月に行われた歌会と推定される」 （新編国歌大観解題）という『詠十首和歌』の「住む人の心も知らぬ谷の戸に浮き立つ雲もなほまよひつつ」 （渓雲・一〇七・長尋）や『現存六帖』の「み吉野の雲も浮き立つ春風に散るさへまがふ山桜かな」 （やまざくら・良守）が先行例と 。宗尊はこういった歌々に学んだのであろう。宗尊は別に「あはれまた空に浮き立つ心かな夕べの雲の秋の初風」 （中書王御詠・秋・初秋・八一）とも詠んでいる。
〔補説〕
　宗尊は、 「文永五年十月三百首歌」でも「神無月なほさだめなき雲よりも心時雨るる夕暮の空」 （本抄・巻
二・・時雨・
396）と類詠をものしている。該歌を収める巻三の端作「文永三年八月百五十首歌」が、
492補説に述べ
たように「文永五年八月百五十首歌」の誤りであったとすれば、比較的短い間に連続して詠まれた類想歌ということになろ 。
雑夕
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〔通釈〕
　雑の夕べ夕日が西に沈んでしまった後も、十分に暮れきることはなくて、輝き残っている山の端の空よ。
〔参考〕
　逢ふことを今宵と思はば夕づく日入る山の端もうれしからまし（金葉集・恋下・四二七・雅定）
山の端に入りぬるのちぞ我が心ほかの月見て帰り来にける（出観集・秋・月・三五六）山の端 雪の光に暮れやらで冬の日長し岡の辺の里（風雅集・冬・建保五年四 庚申に、冬夕を・八三五・
公経）
〔類歌〕
　夕づく日花の梢は暮れやらで鐘ほのかなるを初瀬の山（拾遺風体集・春・二九・慶融）
〔影響〕
　夕づく日入りぬる後も山の端の雲 光はし し見えけり（文保百首・雑 一二九〇 俊光
月ははや入りぬるのちも山の端の雲 光はしばし見えけり（俊光集・雑・千首歌よみ侍りしに・夜・
五〇二）
夕づく日入りぬる後も暮れやらで雲 名残りの色ぞ残れる（院六首歌合
康永二年
・雑色・六十七番右・作者
未詳）
〔他出〕
　中書王御詠・雑・夕・二四六。夫木抄・雑一・夕・御集・八〇三一。
〔語釈〕
　○夕づく日
―
夕方の日の光。 「万葉語で院政期に再発見された」 （新日本古典文学大系『金葉和歌集 　詞花和
歌集』の金葉集四二七番歌川村晃生注。平元・九、岩波書店）という措辞。本抄では、
294と
349に用いられている。
○暮れやらで
―
建久末頃の寂蓮の「卯の花の垣根ばかりは暮れやらで草の戸ささぬ玉川の里」 （寂蓮法師集・ 〔建久
八四
六年暮以後〕内大臣殿〔良経〕 、座主、十首歌合あるべしとて薄暮卯花・一二八）や「行く春も惜しむ心は暮れやらで花のあたりになれし面影」 （御室五十首・春・八一七）が早いか。前者は 日について、後者は季節について言ったもの。その後の一日について言う「暮れやらで」の例は、建保元年（一二一三。建暦三年を十二月六日 改元）二月の『内裏詩歌合』の範宗詠「桜花木の下陰は暮れやらで匂ふ山路の袖の夕露」 （山中花夕・五〇。範宗集・春・二四）や参考 公経詠、あるいは信実の「暮れやらでまだかたあかき空の色にやがて出でそふ月の影かな」（信実集・秋・法性寺殿卅首・五七）や寂身の「初瀬山花の光に暮れやらぬ夕べすすむる鐘の音かな」 （寂身法師集・雑雑会等・夕山花・二一一）が目に入る。宗尊幕下の鎌倉に成立し 『東撰六帖』 は、 「つつじさく山下ひかげ暮れやらでいはねの水に色ぞうつろふ」 （第一・春・躑躅・二九一・房円。抜粋本・六一） 採られている。勅撰集では、 『風雅集』 「日影さす稲葉が上は暮れやらで松原薄き霧の山もと」 （秋下・六六〇・忠季）と「暮れやらぬ庭の光 雪にして奥暗くなる埋み火のもと」 （冬・八七八 花園院）および参考の公経詠の三首が初見で、他には京極派歌壇にも通じた飛鳥井雅孝の「暮れやらで日影はなほも高し山思ふとまり 過ぎて行かまし」 『新続古今集』 （羈旅・貞和二年百首歌たてまつりけるに・九四六）に入集する みである。新古今新風歌人 試みが、建保期歌壇の詠作を経て、関東歌人にも詠み継がれて後、 期京極派に掬い上げられた措辞と捉えられる。○光り残れる
―
「光り」を名詞と見れば、 「光りが残っている」の意味になるが、底本の表記を尊重して「光り」を動詞
（連用形）に解しておく。
〔補説〕
　影響歌の内、俊光の両首は改作か異伝か。いずれにせよ、鎌倉後期に関東にも度々下向した経験を持つ俊光
が、将軍職を務めた宗尊の歌に倣っていた痕跡と見 おき い。また該歌は、 「暮 やらで の措辞を用いつつ、薄暮の微妙な陰翳を詠じる 境が、 好みに ると言える。
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〔通釈〕
　春の夜霞む夜に、軒端の梅が匂わないなら、昔のことも知らない月と見ただろうに。
〔本説〕
　またの年の正月に、梅の花盛りに、去年を恋ひていきて、立ちて見、居て見、見れど、去年に似るべくもあ
らず。うち泣きて、あばらなる板敷に、月の傾くまでふせりて、去年を思ひ出でてよめる、
月やあらぬ春や昔の春ならぬ我が身ひとつはもとの身にして
（伊勢物語・四段・五・男。古今集・恋五・七四七・業平）
〔参考〕
　霞む夜はそれとも分かぬ梅が枝の花ゆゑ曇る春の月影（百首歌合
建長八年
・春・一七五・忠基）
紅ににほはざりせば雪消えぬ軒端の梅をいかで知らまし（続古今集・春上・三五・基俊。堀河百首・春・梅
花・一〇七）
しのべとや知らぬ昔の秋を経て同じ形見に残る月影（新勅撰集・雑一・一〇八〇・定家。定家卿百番自歌
合・四九。拾遺愚草・秋・神主重保、賀茂社歌合とてよませ侍りしに、月、元暦元年九月
侍従
・二二八六）
山高み吹きくる風のにほはずは尾上の雲を花と見てまし（為家集・山花
貞永元年内裏当座
・一七一）
〔影響〕
　春なりな月のほのかに霞む夜に軒端の梅はうちかをりつつ（伏見院御集・春歌中に・二二一三）
〔語釈〕
　○霞む夜
―
古くからの伝統的な詞ではない。 『正治初度百首』の慈円詠「花盛り雲もおぼろに霞む夜は月さ
へ深きみ吉野の山」 （春・六一八）あたりが早いか。
八六
〔補説〕
　月が霞む春の夜に、軒端にある梅香が匂い、往時を思い起こす、という主旨であろう。 『伊勢物語』四段の
世界を下敷きにしつつ、この「昔」は、将軍として鎌倉に在った往時を念頭に置いたものであろうか。宗尊は、該歌以前既に『伊勢物語』四段を本説として 「梅が香は同じ昔のにほひにて故郷霞む春の夜の月」 （柳葉集・文永元年六月十七日庚申に、身づからの歌を百番に合はせ侍ると ・春月・四五八）という類歌を詠じている。この場合の「昔」は、在京の往時であろう。また、詠作時期 不明ながら、同様 趣を「月影も霞める頃 梅が香にひとり昔の春を恋ひつつ」 （中書王御詠・春・夜梅・一四）とも詠じている。
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〔通釈〕
　夏の夜はかないことだな。ほんとうにまあ、見果てぬ夏の夜の短い夢というのは、まさにこの夜の夢のような の世の中であるのだったな。
〔本歌〕
　よそながら思ひしよりも夏の夜の見はてぬ夢ぞはかなかりける（後撰集・夏・相知りて侍りける中の、かれ
もこれも心ざしは有りながら、慎むことありてえ逢はざりければ・一七一・読人不知。大和物語・三十一段・四三・宗于）
〔参考〕
　はかなしな夢に夢見るかげろふのそれも絶えぬる中の契りは（洞院摂政家百首・遇不逢恋・一三一四・定
家）
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〔他出〕
　中書王御詠・夏・百五十首の歌に・夏夜・七二。
〔語釈〕
　○此の夜
―
底本表記は「此夜」であるが、三句の「夏の夜」と同心病であり、内容上は「此の世」がふさわ
しいように思われる。 「この世なりけり（る） 」の先行例は数多く、為家には「夢や夢現や現ひとすぢに分かれぬものはこの世なりけり」 （為家千首・雑・九六六）があって、宗尊も既に「いかに見て思ひさだめむ とも夢ともなきは此の世なりけ 」 （瓊玉集・雑下 四九五）と詠んでいる。また、 「はかなしな」を初句に置いて「この世」を詠むことも、 「はかなしな憂き身ながらも過ぎぬべきこの世をさへも忍びかぬらん」 （千載集・雑上・一〇二九・経因）という先行例に照らして自然である。底本の「夜」は誤写か意改と見て、 「世」に改めるべきかとも考えるが、底本の表記を尊重して、 「夜」と「世」の掛詞に解しておく。
秋夜
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〔通釈〕
　秋の夜人は訪れて来ないで、月が冷たく更ける夜に、風もまさに秋となって吹く荻の音であることだな。
〔本文〕
　
 更闌夜静（かうたけよしづかにして） 　長門闃而不開（ちやうもんげきとしてひらかず） 　月冷風秋（つきすさまじくかぜあきなり） 　団扇杳而共絶（たんせんえうとしてともにたえぬ） （和漢朗詠集・恋・七七九・張
　文成）
〔参考〕
　人は来で風のけしきも更けぬるにあはれに雁のおとづれてゆく（新古今集・恋三・一二〇〇・西行。御裳濯
八八
河歌合・五三。西行法師家集・恋歌中に・六五三）
澄む月の影すさまじく更くる夜にいとど秋なる荻の上風（続古今集・秋上・建長二年八月歌合に、月前風・
三九七・実氏）
〔語釈〕
　○風も秋なる
―
直接には本文の「風秋なり」に基づくと見る。和歌の先行例（類例）は、建仁元年
（一二〇一）二月『建仁元年十首和歌』の「夏の夜を月にのみやは忘るべき風も秋なる住の江の松」 （松月似秋・九八・季景）や、同年五月『仙洞影供歌合』の「暮れ行けば風は秋なる故郷に色こそ見えね松の下草」 （松風暮涼・三〇・家隆）が目に付く。勅撰集では『玉葉集 の「肌寒く風も秋なる夕暮の雲のはたてを渡る雁がね」 （秋上・五八七・永陽門院少将）が初出。
〔補説〕
　参考の両首に倣っていよう。特に実氏詠とは極めて近く、ほとんど剽窃と言ってもよい。宗尊は、実氏詠の
背後に本文の詩境を感じ取り、あえてその詩句を本文にして、詠み直したのであろう。
冬
夜々
531
　夜も長し嵐も
寒さむ
く時雨
る・
な
也り
寝ね
覚
め・
せよとはなれる
頃比
かな
〔通釈〕
　冬の夜夜も長い。激しく吹く風も寒く、時雨が降る音が聞こえる。まさに、夜に寝て目覚めよ、 ばかりになっているこの頃であることだな。
〔参考〕
　時しもあれ秋は嵐の寒ければ長き夜あかず衣打つなり（宝治百首・秋・聞擣衣・一八三一・高倉）
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
八九
音さゆる風のまにまに霰降り夢路絶えねとなれる頃かな（正治初度百首・冬・一二六四・隆信。隆信集・
冬・正治二年百首歌たてまつりしに・二七七、初句「音さやぐ」 ）
神無月時雨るるたびに寝覚めして長き夜しもぞ夢は短き（東撰六帖抜粋本・冬 時雨・三六九・公朝）
〔他出〕
　中書王御詠・冬・百五十首の歌に、冬夜・一四一。
〔語釈〕
　○寝覚めせよとは
―
「…せよとは」の形は珍しい。 「五月山越えこそやらね時鳥旅寝せよとはかたらはねど
も」 （治承三十六人歌合・山路郭公・二三一・祐盛）が早い例。先行歌に拠らなければ詠出し得ない訳ではなかったろうが、 「いにしへは誰か教へし 花橘に名のりせよとは」 （洞院摂政家百首・夏・郭公・四〇〇・但馬）や「入がたの月やは人に教へけむあかで有明の別れせよとは」 （宗尊親王百五十番歌合・恋・二八二・時遠）などは、宗尊にとって身近な先行例ではあったろう。
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〔通釈〕
　雑の夜夜を長く残す、早く目を覚ます老の眠りというものも知らないこの身は、その悲哀も堪え難い夜中の目覚めなのであったな。
〔本文〕
　
 老眠早覚常残夜（おいのねぶりはやくさめてつねによをのこす） 　病力先衰不待年（やまひのちからまづおとろへてとしをまたず） （和漢朗詠集・老人・七二四・白居易）
九〇
〔参考〕
　秋にまたあはむあはじも知らぬ身は今宵ばかりの月をだに見む（詞花集・秋・九七・三条院）
〔他出〕
　中書王御詠・雑・夜・二四七、四句「愁へぞ辛き」 。
春山
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〔通釈〕
　春の山富士の山に立っている霞は、神でさえ消さない「思ひ」の火の煙であるのだろうか。
〔本歌〕
　富士の嶺 ならぬ思ひに燃えば燃え神だに たぬ空し煙を（古今集・雑体・誹諧歌・一〇二八・紀乳母）
〔参考〕
　霞には富士の煙もまがひけり似たる物なき我が思ひかな（続古今集・雑上・一四九二・土御門院。土御門院
御集・名所春・三六六）
〔語釈〕
　○富士の嶺
―
駿河国の歌枕。富士山。○千早振
―
「ちはやぶる」 。 「神」の枕詞。表記は宛字。○思ひ
―
「ひ」
に「富士の嶺」 「煙」の縁で「火」が掛かる。
〔補説〕
　宗尊は無論、富士山を実見しているであろうが、富士はその時代には休火山であったから、その噴煙を見る
ことはなかったであろう。
夏山
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『竹風和歌抄』注釈稿（三）
九一
〔通釈〕
　夏の山夏が来ても、そのまま着て衣は乾かすことがない（絶えず流れ落ちる）涙であることだな。衣を干すという天の香具山は、いったいどこにあるのだろうか（自分とは無縁だ） 。
〔本歌〕
　春過ぎて 来にけらし白妙の衣干すてふ天の香具山（新古今集・夏・一七五・持統天皇。原歌万葉集・巻
一・雑歌・二八・持統天皇、現行訓「春過ぎて夏来たるらし白妙の衣干したり
天あめ
の香具山」 ）
〔他出〕
　中書王御詠・夏・百五十首の歌に、夏山・五一。
〔語釈〕
　○夏きても
―
ここは、 「衣」の縁で「着ても」が掛かると解する。早く、和歌六人党の一人藤原経衡に「夏
来ても忘れざりけり梓弓春めでたしと見えしにほひは」 （経衡集・四月一日の残りの花惜しむ・三七）の作例があるが、 「…（季）きても」の形は、 「春来ても」と「秋来ても」が多い。 「衣」との詠み併せの先行例としては、 「秋きてもまだひとへなる衣手に厭はぬほどの風ぞ吹くなる」 （六百番歌合・秋・残暑・三〇六・家隆）が早い。○天の香具山
―
大和国の歌枕。奈良県橿原と桜井の両市にまたがる山。藤原京の東に位置する。耳成山、畝傍山と共に
大和三山と言われる。 「天の（あまの・あ の） 」を付すので、天空近い山との印象がある。
〔補説〕
　「夏山」題で、清澄な夏の到来の気分が漂う持統歌を本歌にしながら、涙に暮れる述懐を詠じる。先に注釈
を施した『瓊玉集』や本抄に散見する歌と同様に、 『正徹物語』が言う「宗尊親王は四季の歌にも、良もすれば述懐を詠み給ひしを難に申しける也。物哀れの体は歌人の必定する所也。此の体は好み 詠まば、さこそあらんずども、生得の口つきにてある也」という評価は当を得ているのであ 。そして、その宗尊の 作傾向は、幼くして鎌倉に赴いて将軍として過ごした時期から、地位を追われ 京都に戻った後の時期までを通じた のであったということになろう。参考、拙稿『瓊玉和歌集注釈稿 一～四） 』 （本紀要四五～四七、平二〇～二二・三、 『鶴見日本
九二
文学』一四、平二二・三） 、 『竹風和歌抄注釈稿（一～二） 』 （本紀要四八～四九、平二三～二四・三） 。
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〔通釈〕
　雑の山甲斐の山は、ほんのわずかにばかりも見えなかったのだ。涙に暮れた佐夜の中山、そこからは。
〔本歌〕
　甲斐が嶺をさやにも見しかけけれなく横ほり伏せるさや 中山（古今集・東歌・甲斐歌・一〇九七）
〔参考〕
　跡もなく八重立つ雲 道分けて涙時雨るるさやの中山（正治初度百首・羈旅 三八四・守覚。三百六十番歌
合・冬・四五七。秋風集・羈旅・一〇二一、結句「さよの中山」 ）
〔他出〕
　中書王御詠・雑・旅歌とて・二三五。
〔語釈〕
　○甲斐が嶺
―
甲斐国の山々。白根山とする説もある。○佐夜の中山
―
「小夜（さや・さよ）の中山」とも。
遠江国の歌枕。現静岡県掛川市日坂と菊川の間にある山。東海道の難所。
〔補説〕
　文永三年（一二六六）七月に、失脚して鎌倉から京都へ上 途次に通った「佐夜 」での感懐を思い起
こしたような詠作であろう。実体験というよりは、古今歌を本歌に、 「佐夜の中山」から「さやに」見たい「甲斐が嶺」の通念を踏まえた、より観念的な述懐ではないかと思われる。 「甲斐が嶺」が見えないことを言う先行歌も、「春霞立ち渡りつつ甲斐が嶺のさやにも見えぬ朝まだきかな」 （堀河百首・春・霞・四一・師時）を初めとして、これを踏まえたと思しい為家 「甲斐が嶺はそれとも見えず東路や霞横ほるさやの中山」 （為家集・春・遠山霞
建長五
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
九三
年正月
・三一）や宇都宮景綱の「いかばかりみ雪ふるらし甲斐が嶺はさやにも見えず雲のかかれる」 （新和歌集・
冬・鶴岳社十首歌に・三〇四）等があって、しかもいずれも宗尊の視野に入っていても不思議はない歌だからでもある。
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〔通釈〕
　春の野しみじみと哀れであるよ。いったい幾世代の人の（亡くなった）跡なのであろうか。春の草ばかりがみっしりと生い茂る野辺であることだな
〔本歌〕
　あはれなり我が身のはてや浅緑つひには野辺の霞と思へば（新古今集・哀傷・七五八・小町）
〔参考〕
　聞くたびにあはれとばかり言ひすてて幾代の人の夢を見つらん 続後撰 雑下 一二一五・順徳院。順徳
院百首・九八）
消えはてし幾代の人の跡ならむ空にたなびく雲も霞も（秋篠月清集・無常・世のはかなきことを思ひて・
一五七三。続千載集・哀傷・二〇二六・良経）
〔類歌〕
　道の辺や幾代の人の朽ちぬらん茂りぞまさる春の若草（佚名歌集（
徳川美術館
） ・雑・古墓何世人と云ふ事・
一二）
〔他出〕
　中書王御詠・春・百五十首の歌の中に、春野・一九。
九四
〔語釈〕
　○幾代の人
―
『治承三十六人歌合』の「故郷の花に昔のこと問はむ幾代の人の心知らまし」 （故鄕・四〇・
成範。万代集・春下・二五九。雲葉集・春中・一三七。別本和漢兼作集・一三〇。続古今集・春下・一二〇。新時代不同歌合・五二）や寿永百首の一つと考えられている『師光集』の「ふりにける志賀の桜の春ごとに幾代の人の心見るらむ」 （故郷花・一〇）あたりが早い例かと見られる。その後、良経は「鳥辺山幾代 人 煙立て消え行く末はひとつ白雲 後京極殿御自歌合・無常の歌よみける中に・一八八）という、参考歌と類想の一首を詠じている。また、 『千五百番歌合』では、 「行き帰り花こそあだに思ふらめ幾代の人か志賀の山越え」 （春三・三八八・通具）や「ふりにける三輪の檜原にこと問はむ幾代の人かかざし折りけん」 （雑一・二八四五 惟明）と用いられている。前者は師光詠の影響下に、 者は「いにしへに有 けむ人も我がごとや三輪 檜原にかざし折りけん」 （拾遺集・雑上・詠葉・四九一・人麿）を本歌にしつつ成範詠 影響下に ろうか。定家は、順徳天皇の 内裏秋十首」で「おのづから幾代の人 ながむらん天の河原の星合の空」 （拾遺愚草・秋・二 六五 詠んでいる。勅撰集の初出は参考に挙げた『続後撰集』の順徳院詠（ 幾代」に「夢」 縁で「幾夜」が掛かるか である。院政期末に始まり鎌倉時代 少しく盛行した措辞と見てよいであろう。このような措辞を取 こむところに、宗尊の時流への敏感さを窺うことができ であろう。○野辺
―
一首の内容から、鳥辺野のような葬送の野辺を想定していよ
う。
〔補説〕
　小町詠を本歌と見たが、宗尊は、あるいは同じく『新古今集』採録の「あはれなり昔の人を思ふには昨日の
野辺にみゆきせましや」 （雑上・一四三八・雅信）をも意識したかもしれない 類歌に挙げた「鎌倉初頭頃の一歌人の家集である可能性が高いと思われる」 （ 『新編国歌大観』 （
平四
・
四。角川書店
）中村文解）という『佚名歌集（
徳
川美術館
） 』の作者不明歌とは、主旨を同じくし、措辞も似通う。
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
九五
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〔通釈〕
　冬の野人跡が絶える石田の小野の雪の中で、どのようにして山路を越えたものだろうか。
〔本歌〕
　山城の石田 小野の柞原見つつや君が山路越ゆらむ（新古今集・雑中・一五八九・宇合。原歌万葉集・巻
九・雑歌・一七三〇、初句「山科の」 ）
〔参考〕
　思ひやれ雪も山路も深くして跡絶えにける人のすみかを（後拾遺集・冬・四一三・信寂）
〔語釈〕
　○石田の小野
―
山城国の歌枕。現京都市伏見区石田付近かという。東南に日野、南に木幡、北東に醍醐が接
する。該歌は実見ではなく観念で詠まれたものであろうが、 「山路」は東南の日野山中などを想定したものであろうか。
〔補説〕
　宗尊は既に同じ宇合詠を本歌に、 「柞散る 木枯らしに山路時雨れてかかる村雲」 （柳葉集 巻
に・ 〔弘長二年冬弘長百首題百首〕 ・冬・時雨・一八八。瓊玉集・冬・二八四）や「柞原散ると見し間に山城の石田の小野は雪降りにけり」 （柳葉集・弘長二年十一月百首歌・雪・二六九。瓊玉集・冬・三〇四）と詠んでいる。
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〔通釈〕
　春の杜
「見つ」というのに「美豆の杜」は、そこにあるとも見えない。山城の淀の向かい側の、霞む早朝は。
〔参考〕
　逢ふことを淀にありてふ美豆の杜つらしと君を見つるころかな（後撰集・恋六・九九四・読人不知）
淀川の向かひに見ゆる美豆の杜よそにのみして恋ひ渡るかな（新撰六帖・第二・もり・六〇七・為家。現存
六帖抜粋本・第二・もり・八四。秋風抄・恋下・一八七。秋風集・恋上・七四七）
津の国の武庫 奥なる有馬山ありとも見えず雲ぞたなびく（雲葉集・九八一・基氏）
〔語釈〕
　○美豆の杜
―
「美豆」は、山城国の歌枕。山城国久世郡の木津川と宇治川の合流する付近。現京都市伏見区
淀美豆町、久世郡久御山町の辺り。古く「美豆の御牧」が置かれた。淀川を挟む対岸（西淀）との間には「淀の渡り」があり、京都から奈良への淀路はここを渡り生駒山脈東麓を南に下る。鳥羽から船で木津川左岸の「美豆の浜」に着く、石清水八幡宮参詣の道筋にも当たる。 『能因歌枕』にも見え 「美豆の杜」も、この地の森を言ったものであろう。 「長秋記・天永二年（一一一一）の条に見える﹁水津頓宮﹂の森か」 （片桐洋一校注『後撰和歌集』平二・二、岩波書店）という。それは、 『小右記』 （永祚元年三月二十二日）にも 頓宮 として見える。 「美豆」に「見えず」の縁で 見つ」が掛かる。○山城の淀
―
山城国の歌枕。単に「淀」とも。桂川・宇治川・木津川
が合流して（淀川となり）淀むことからの呼称という。現京都市伏見区南西部辺りの地。ここは、一首の内容から、 「美豆の杜」 対岸 西 からの眺めを想定するか ○霞む朝け
―
古い用例は見えない。 『東撰六帖』に収める
平政村の「わたの原霞む朝けの浪の上に来し方遠く帰る雁がね」 （春・帰雁・一一三） 、宗尊に身近な先行例か。
秋杜
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
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〔通釈〕
　秋の杜津の国よ。幾度、雲が時雨を降らせて来て、杜の木の葉の色が濃くなっていくのだろうか。
〔参考〕
　津の国 生田の森の初時雨明日さへ降らば紅葉しぬべし（万代集・秋下・一一八六・教実。続千載集・秋
下・五七一）
村時雨今朝も行き来の雲の杜幾たび秋の梢染むらん（宝治百首・秋・杜紅葉・一八九九・知家）晴れ曇り時雨るるたびに神奈備の杜の木の葉ぞ濡れて色濃き（宝治百首 秋・杜紅葉・一 一八・但馬）時雨れ行く日数に添へて片岡 森 木の葉は色まさりけり（新和歌集・秋・二六一・泰綱）
〔他出〕
　中書王御詠・秋・杜紅葉・一二六
〔語釈〕
　○津の国
―
摂津の国。現大阪府北西部と兵庫県南東部。
〔補説〕
　参考の但馬詠は、 「晴れ曇り幾たび空に時雨れてか信田の杜を染めつくすらむ」 （洞院摂政家百首東北大学本
拾遺・紅葉・三〇四・隆祐。隆祐集・一五三）に倣っているかもしれないが、この両首に参考の泰綱詠も含めた類型の淵源は、 「時雨の雨間なくし降れば神奈備の森の木葉も色付きにけり」 （古今六帖・第一・しぐれ・四九四・作者未詳）に求められよう。
冬杜
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〔通釈〕
　冬の杜恨めしかった誰の願いごとを聞いた神なのか、この神無月十月は、哀れにも歎きの涙のように、なげ木の杜が時雨れている。
〔本歌〕
　祈ぎ言をさのみ聞きけむ社こそはてはなげきの杜となるらめ（古今集・雑体・誹諧歌・一〇五五・讃岐）
〔影響〕
　憂かりける誰が言の葉のかはるらん の時雨に（李花集・恋・恋の歌の中に・五九二）
神な月世の祈ぎ言はいひやみて今朝より聞くは時雨なりけり（晩花集・冬・初冬・二七三）
〔語釈〕
　○誰が祈ぎ言の神な月
―
「神」を掛詞に「誰が祈ぎ言の神」から「神な月」へ鎖ると解する。○なげきの杜
―
本歌の古今集歌により早くから歌枕とされたが、所在地は不明で、伊勢とも丹後とも大隅ともいう。 「歎きの杜」
の「き」には「木」が掛かるか。
〔補説〕
　影響歌とした『晩花集』の一首は、下河辺長流の宗尊詠受容の可能性を探る中で改 て位置付けられるべき
であろう。
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〔通釈〕
　夏の河五月雨は、波が越えるほどになってしまったのだったな。浅瀬の水が絶えるとは、 ったい何時のことであ 佐野の中川な か。
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
九九
〔参考〕
　五月雨の幾日になれば瀬絶えせし佐野の中川舟通ふらん（堀河百首・夏・五月雨・四三七・顕季）
〔類歌〕
　五月雨に瀬切りの浪のわき返り佐野の中川水まさるなり（夫木抄・夏二・五月雨・後九条内大臣家歌合・
三〇四三・具親）
〔他出〕
　中書王御詠・夏
･
河五月雨・六五。
〔語釈〕
　○波越すばかり
―
例を見ない句。波が越える程度にという意だが、一首の中では、波が何を越えるかが明確
ではない。順徳院の「真菰生ふる伊香保の沼のいかばかり波越えぬらん五月雨の頃」 （建保名所百首・夏・伊香保沼
 ・二八九。紫禁集・六三九）からの影響があると見れば、あるいは「岸」を越えるということであろうか。○
瀬絶え
―
川の水量が減って浅瀬の水が涸れること。○佐野の中川
―
『八雲御抄』 （第五・名所部・河）は「さのの
中〔千、仲綱〕 」として所在は記していないが、 『建保名所百首』 （恋）では「佐野舟橋
上野国
」題で「東路にかけて
は過ぎし中川の瀬絶えもつらし佐野の舟橋」 （八七〇・兵衛内侍）と詠まれている。 『歌枕名寄』 （巻二十六・東山五） 「上野国」 「佐野 の「中河」として、補説の俊頼詠と参考の堀河百首歌（作者を 顕仲朝臣」に誤る）及び補説の仲綱詠を挙げる。 『夫木抄』 （雑六）も「さ の中河、上野」として、参考の堀河百首歌（作者を「神祇伯顕仲卿」に誤る）と補説の俊頼詠を挙げる。宗尊も、上野国と考えていたと見てよいであろう。
〔補説〕
　「佐野の中川」は、参考の顕季詠の他、 「住みなれし佐野 中川瀬絶えして流 かはるは涙なりけり」 （千載
集・恋四・八九〇・仲綱 も詠まれていて、 「瀬絶え」する川との印象が付与されている。これは、山城国の歌枕である「中川」が、 「中川の絶えはてにける跡を見て 詞書で 中川 水絶えにけり末の世は秋をも待たでかれやしにけ 」 （安法法師集・一〇七）や 行く末を流れて何に頼みけん絶えけるものを中川の水」 後拾遺集・雑二・九六六・式部命婦）と、男女の 仲」を喩えて「絶え」と詠まれることが影響を与えているか 思しい。一方
一〇〇
で、俊頼の「瀬切りせし佐野の中川つららゐて堰杙に波の声絶えにけり」 （散木奇歌集・冬・氷閉水・六四六）のように 激しく水が流れた「瀬切りせし佐野の中川」を言う歌があって、類歌の具親詠はこれを踏まえていよう。宗尊詠も同工異曲だが、俊頼詠に負ったのではなく、 『堀河百首』や『千載集』の両首によって形成されたのであろう「瀬絶え」の「佐野の中川」の通念に異を唱える趣向と見るべきであろう。和歌 本意の始原を探ろうとする意識と表裏に、和歌 通念・類型に反言するような志向もまた、宗尊詠 特徴である。ただし、それは鎌倉時代中後期の時代相と無縁 はないであろう。
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〔通釈〕
　秋の河まったく絶えることなく、澄むのに馴れてしまっているであろう。斑鳩の富雄川の水と、それを照らす秋の夜の月の光は。
〔参考〕
　斑鳩や富緒川の絶えばこそ我が大君の御名を忘れめ（拾遺集・哀傷・一三五一・餓人。和漢朗詠集・親王付
王孫・六七三・達磨和尚、初句「斑鳩の」 ）
君が代は富雄川の水澄みて千歳を経とも絶えじとぞ思ふ（金葉集・賀・三二七・源忠季）斑鳩や富雄川の冬の月絶えずや 代の影に澄むらん（紫禁集・同〔建保二年三月十日〕比、四季鳥歌、宛
十二月也、当座・三五〇）
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一〇一
〔語釈〕
　○澄み
―
「富雄川」の水が「澄み」に、 「秋の夜の月」が「澄み」が重なる。○斑鳩
―
大和国平群郡の地名。
現奈良県生駒郡斑鳩町。聖徳太子が斑鳩宮を営む。○富雄川
―
大和国の歌枕。元来「鳥見小川」と書く。生駒山地
から発して、奈良県生駒郡斑鳩町の法隆寺の東 流れ、大和川に合流する。
〔補説〕
　より直接には参考の順徳院詠に倣った詠作であろうが、その背景には勅撰集の両首があることを、宗尊も認
識していたであろう。
雑河
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〔通釈〕
　雑の河五十鈴川の清らかな流れの末なのだろう、そこに沈んでいる汚らわしい水屑は、伊勢の神の名も惜しまれるよ。皇統の流れ 末流であろう沈淪する我が身は、その祖先の伊勢の神の名も汚して遺憾であるよ。
〔他出〕
　中書王御詠・雑・神祇の歌の中に、伊勢・三三二 三句「末ながら」 。
〔参考〕
　我が末の絶えず澄まなん 十鈴川そこに深めて清き心を（続後撰集・神祇・十首歌合に、社頭祝・五三四・
後嵯峨院。院御歌合宝治元年・社頭祝・二三五）
〔類歌〕
　数ならぬ水屑なりとも五十鈴川 れの末と神は知 らん（柳葉集・弘長二年十二月百首歌・河・三四九）
〔語釈〕
　○五十鈴川清き流れの末
―
「五十鈴川」は、伊勢国の歌枕。現三重県伊勢市の伊勢神宮内宮の境内を流れる
御手洗川。ここは、皇室の祖先神たる天照大神を祀る伊勢内宮を象徴 、 「清き流れ」がそこに発する皇統の比喩
一〇二
となり、 「末」がその末流に連なる宗尊自身を表す。○沈む水屑
―
（川の）水中に沈む塵くず。失脚して沈淪する
自身の比喩。古くから詠まれるが、 「淵は瀬にかはると見れど明日香川沈む水屑は浮かぶ瀬もなし」 （続古今集・雑中・一七〇一光行）が宗尊に身近な先行例か。○神の名も惜し
―
「五十鈴川」の縁で、この「神」は伊勢内宮（天
照大神）のこと。沈淪する自身が汚す皇統の祖先神たる伊勢の神の名を愛惜し、遺憾だということ。先行例は、治承二年（一一七八）三月十五日に賀茂別雷社の神主重保が主催した『別雷社歌合』の「我が為 後のうきせを渡ささなんまた雲分けむ神の名も惜し」 （述懐・一七六・安性）で、これは、賀茂別雷神がかつて雲を分けて天に昇ったという伝承を踏まえている。
〔補説〕
　皇統の清澄なる永続を伊勢内宮の御手洗川である五十鈴川に寄せて祈り予祝する、父帝後嵯峨院の参考歌に
対して、その皇統の直系の一員でありながら沈淪した我が身を述懐しつつ、 祖先神に遺憾の意を示す趣旨であろう。
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〔通釈〕
　秋の海清見潟に夜船を漕ぎ出して、三保が島（崎）の松の上 渡って行く月を見ることであるな。
〔参考〕
　清見潟なぎたる沖に 出でて雲なき夜半の月を見るかな（玄玉集・天地下・百首歌中に、月歌とて・
一八四・摂政家丹後）
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一〇三
清見潟富士の煙や消えぬらん月影みがく三保の浦浪（後鳥羽院御集・同月日〔建仁三年十一月〕六首、和歌
所・海辺月明・一六四六。風雅集・秋中・六二二・後鳥羽院）
清見潟うち出でて見れば庵原の三保の沖つは海静かなり（宝治百首・雑・海眺望・三八九九・為氏。新後撰
集・羈旅・五九一）
〔影響〕
　明石潟夜舟漕ぎ出でて心さへつなぐかたなく見つる月かな（晩花集・秋・月・二二九）
〔他出〕
　中書王御詠・秋・百五十首の歌に、秋海・一〇六、三句「みほが崎」 。歌枕名寄 巻 十・東海四・駿河・
清見・三穂浦・崎・五二一七、三句同上。夫木抄・雑八・崎・みほがさき、近江又駿河・御集中、秋海、古来歌・一二一八八、三句同上。
〔語釈〕
　○清見潟
―
駿河国庵原郡の歌枕。現静岡県静岡市清水区（旧清水市）興津の海湾。その突き出た所が「清見
が崎」で、北東の海越しに富士山、南側の対岸に半島状に突き出た「三保が崎」を望む。 「浪の上はすべて清見が関なればかかる物なき月を見るかな」 （弘長百首・雑・関・六〇四・基家）を参照すれば、該歌も、 「月」 「見る」の縁で「清見 に「 」 （清く） 「見」が響くと見るべきか。○三保が島
―
他出の本文が妥当で、 「三保が崎」の誤
写か。 「三保が崎」は、駿河国の歌枕。現静岡県静岡市清水区の三保半島。 松」の景勝地。
〔補説〕
　参考歌三首の内、 『玄玉集』の一首は該歌と似通うが、宗尊が直接これに倣ったとまでは推断できない む
しろ後鳥羽院詠と為氏詠は、宗尊詠全体 学習傾向に照らして 宗尊が目にした可能性は高いであろう その為氏詠は、 「田子の浦にうち出でてみれば白妙の富士の高嶺に雪は降りつつ」 （新古今集 冬・六七五・赤人。原歌万葉集・巻三・雑歌・三一八、初句「田子の浦ゆ」三句「真白にぞ」結句「雪は降りける」 ）を意識していよう。あるいは宗尊も、赤人詠を微か 思い起こす 。
一〇四
影響歌とした『晩花集』の一首は、下河辺長流の宗尊詠受容の可能性を探る中で改めて位置付けられるべきこ
と、
540の場合と同断である。冬
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〔通釈〕
　冬の海雲を誘う葦屋の沖を吹く浦風に、私が住んでいる方も、さぞ時雨が降っているのだろう。
〔本説〕
　昔、男、津 国莵原の郡、蘆屋の里に知るよしして、行きて住みけり。…宿り 方見やれば、海人の漁り火
多く見ゆるに、かの主の男よむ。
晴るる夜の星か川辺の蛍かも我が住むかたの海人の焚く火か（伊勢物語・八十七段・主の男。新古今集・
雑中・一五九一・業平）
〔参考〕
　ほのぼのと我が住むかたは霧こめて葦屋の里に秋風ぞ吹く（拾遺愚草・閑居百 ・秋・三四一。続拾遺集・
秋上・二七八・定家）
雲誘ふ峰の木枯らし吹きなびき玉の横野に霰過ぐなり（壬二集・西園寺三十首・冬・二〇〇五。万代集・
冬・一三九〇 家隆、結句「霰降るなり」 ）
〔語釈〕
　○葦屋の沖
―
摂津国の歌枕。兎原郡のち武庫郡（現芦屋市周辺）の「葦屋（蘆屋） 」の岸から離れた海。○
雲誘ふ
―
鴨長明の「雲誘ふ天つ春風かを なり高間の山の花盛りかも」 （三体和歌・春・三七。無名抄・四〇）が
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一〇五
早い作例か。宗尊は他に、 「雲誘ふ嵐のつてに雪散りてこのほどいたくさゆる空かな」 （柳葉集・巻二・ 〔弘長二年冬弘長題百首〕 ・冬・雪・一九二）や「雲誘ふ嵐にさやぐ笹の葉のみ山時雨れて冬は来にけり」 （同・巻二・弘長二年十二月百首歌・初冬・三三二）と詠んでいて、これらの景趣から、参考の家隆詠や同じく家隆の「神無月今は時雨もしがらきの外山の嵐雲誘ふなり」 （壬二集・冬・建暦二年仙洞廿首歌奉りし中に、冬歌・二五六二）などに学んだ可能性を見ておきたい。
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〔本文〕
　「うき身の」の底本の原状は「うき身
をのの
」 （ 「を」を左見せ消ちして右傍に「の」 ） 。
〔通釈〕
　雑の海海も潮 満ち引きはあるのだなあ。その海に浮き沈みするように、かつてはかろうじて浮いて世に出ていた我が身が、今は苦しく憂く辛い身となり、すっかり沈淪してしまっているのだ。
〔参考〕
　おしなべてうき身はさこそなるみ潟満ち干る潮 かはるのみかは（新古今集・釈教・水渚常不満といふ心
を・一九四五・崇徳院）
うき身世に沈みはてたる名取川また埋もれ木の数や添ふらん（続後撰集・雑中・寄河述懐・一一六九・伊
長）
〔語釈〕
　○わたつうみ
―
「わたつみ」と同じで、海のこと。 「み」を「海」と誤解して生じた語という。○ものを
―
一〇六
詠嘆の終助詞に解する。○辛くうき身の沈みはてぬる
―
「辛く」 （かろうじての意で「浮き」にかかり、苦しくつ
らくの意で「憂き」にかかる） 「 」を掛詞に「辛く浮き身」 （かろうじて浮いて世に出ていた我が身）から「 （辛く）憂き身の沈みはてぬる」 （苦しく憂く辛い我が身が沈淪してしまっている）に鎖る。 「辛く」は「潮」の縁で「塩辛く」の意が響く。 「浮き」 「沈み」は「わたつうみ」の縁語で海に浮き、沈みの意が掛かる。
〔補説〕
　皇統に生を享けつつ、一度は幕府将軍として戴かれながら、失脚して鎌倉を追われて京都に閑居する境涯
を、世の慣らいと諦観した趣の述懐。
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〔通釈〕
　秋の島心ある海人の苫屋も夜寒になって、衣 打つ音が響いてくる。松が浦島よ。
〔本歌〕
　音に聞く松が浦島今日ぞ見るむべも心あるあまは住みけり（後撰集・雑一・西院の后、御ぐしおろさせ給ひ
ておこなはせ給ひける時、かの院の中島の松をけづりて書きつけ侍りける・一〇九三・素性。五代集歌枕・島・まつがうらしま・一五一八）
〔参考〕
　心ある伊勢をの海人の濡れ衣干すべき浪の折を知らばや（水無瀬恋十五首歌合・海辺恋・一一七・慈円。拾
玉集・海辺 四九五七、 「を知らばや」欠
松島や海人の苫屋の夕暮に潮風寒み衣うつなり（続後撰集・秋下・海辺擣衣といふことを・四〇一・公猷。
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一〇七
万代集・秋下・一一一九）
浦風や夜寒なるらん松島や海人の苫屋に衣うつなり（続古今集・秋下・四六四・通親。千五百番歌合・秋
四・一五二三）
〔語釈〕
　○心ある海人
―
物の情趣を解する海辺に生業う人。○苫屋
―
菅や茅を編んだ苫で屋根を葺いた粗末な小屋。
○夜寒
―
秋の終わり頃に夜になると感じる寒さ、その時季。○松が浦島
―
『五代集歌枕』 『和歌初学抄』 『八雲御
抄』等が陸奥国の歌枕とする。七ヶ浜（現宮城県宮城郡七ヶ浜町）の海岸の島に比定されるが、松島のこととも言う。
〔補説〕
　『後撰集』歌を本歌にした該歌を詠作する際に直接は意識していないとしても、参考に挙げた『続後撰』 『続
古今』の両首を宗尊は日頃から十分に見習っていたであろうから、その素養が反映したと見てよい一首である。
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〔通釈〕
　冬の島月の下で漕ぎ行く棚無し小舟がほんのりとかすかに見えて、千鳥が渡る笠結の島よ。
〔本歌〕
　しはつ山うち出でて見れば笠結の島漕ぎかくる棚無し小舟（古今集・大歌所御歌・しはつ山ぶり・
一〇七三。五代集歌枕 ・かさゆひのしま 　豊前・一五二三）
〔参考〕
　月に漕ぐ沖つ舟人波間より数さへ見ゆる住吉の松（道助法親王家五十首・秋・船中月・五五二・公経）
一〇八
末に見し雲路も知らぬ浦わより月に漕ぎ出づる海人の釣舟（紫禁集・同〔建暦二年六月〕比詩歌合当座、海
上月・一〇九）
くまもなき淡路の水脈の月影は棚無し小舟浦づたひ行く（出観集・秋・題不知・四三〇）明石潟月の出潮や満ちぬらん須磨の浪路に千鳥門渡る（俊成五社百首 住吉社・冬 千鳥・三六二。新後撰
集・冬・四七七・俊成）
〔語釈〕
　○棚無し小舟
―
櫓や櫂を操るために船の両舷に取り付ける板（船棚）の無い小舟。○門渡る
―
海や川の狭く
なっている所（門）を向こう側へ行くことが原義だが、 「と（門） 」が接頭語のようになって、ほぼ渡るの意味。○笠結の島
―
漢字は、本歌の古今歌の掛詞（ 「笠結ひ」が掛かるという）に従って宛てる。 『五代集歌枕』 『八雲御抄』
は豊前国とするが、 在は未詳。古今歌は、 『万葉集』の「しはつ山うち越え見れば笠縫の島漕ぎ隠る棚無し小舟」（巻三・雑歌・二七二・高市黒人）の異伝とも言える。この「しはつ山（四極山） 」は諸説あるが、現在は摂津と三河の両説が行われ、従って「笠縫の島」も両国の何れかと考えられている。しかし、 『八雲御抄』は「しはつ山」も豊前とする。宗尊は 「しはつ山」 「笠結の島」共に、豊前国の歌枕と見ていた可能性 高いか。
〔補説〕
　参考に挙げた四首は、その歌人や所収作品から判断して、宗尊が視野に入れていたと見てもよい歌である
が、該歌詠作時に直接に思い起こしたというよりは、歌人宗尊の意識下に蓄えられていたと捉えるべきであろう。
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『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一〇九
〔通釈〕
　雑の島私が見た限り（この島は）人ではない（ただの）みつの小島とすっかりなっていて、 （あの古歌が）人であるならば都への土産としていざ一緒にと言おうものを、と言った、都への土産というのは、無実の評判であるのだったな。
〔本歌〕
　をぐろ崎みつの小島の人ならば都のつとにいざと言はましを（古今集・東歌・みちのくうた・一〇九〇。五
代集歌枕・島・みつのこじま 　山城 　
此所為奥州歟、順徳院御本云、古今ニハ陸奥也、無体又非近国歟
・一四六六・黒
主）
〔参考〕
　人ならぬ岩木もさらに悲しきはみつの小島の秋 夕暮（続古今集・雑上・一五七八 順徳院。雲葉集・秋
下・六三二。順徳院百首・秋・三九）
唐衣我は刀の触れなくにまづたつ物は無き名なりけり（拾遺集・恋二・七〇四・読人不知）
〔語釈〕
　○みつの小島
―
『五代集歌枕』は山城国とするが（ 「美豆の小島」か） 、陸奥国の歌枕である。本歌の東歌と
同様に、ここも「見つ」 （自分が見たとの意）が掛かると解する。
〔補説〕
　宗尊は該歌以前に、参考の順徳院詠に負って、 「人ならぬ岩木の山に置く露も心あればや秋を知るらん」 （柳
葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・秋・七〇九）と詠んでいる。
春江
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　難波江の春のけしきも誰か
見み
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一一〇
〔通釈〕
　春の江難波江 春の景色も、いったい誰が見るだろうか。 （古人が）それを見せたいと言った、心ある人はいない世の中なのであった。
〔本歌〕
　心あらむ人に見せばや津のくにの難波わたりの春のけしきを 後拾遺集・春上・四三・能因）
〔参考〕
　これやこの心ある人のながむべき難波わたりの春 曙（六百番歌合・春・春曙・一一三・兼宗）
春霞かすめる空の難波江に心ある人や心見ゆらん（拾遺愚草・春・江上霞、内裏歌合・二一四三）
〔他出〕
　中書王御詠・春・春江・二〇。
〔補説〕
　後拾遺集初出歌人の能因の歌を本歌と見ること ついては、 『瓊玉和歌集注釈稿（三） 』 （本紀要四七、平
二二・三）
126、
128補説参照。
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〔通釈〕
　秋の江急ぐとしても、よくよく見て行こう。この玉津島の深き入り江に照る秋の夜の月を。
〔本歌〕
　玉津島よく見 いませあをによし奈良なる人 待ち問はばいかに（万葉集・巻七・雑歌・作者未詳。五代集
歌枕・たまつしま・一四八〇）
玉津島深き入江を漕ぐ舟のうきたる恋も我はするかな（後撰集・恋三・七六八・黒主。五代集歌枕・たまつ
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一一一
しま・一四八五）
〔参考〕
　故郷によく見て行かむ玉津島待ち問ふ人のありもこそすれ（秋風集・羈旅・真観が勧め侍りける百首・
一〇五三・為家）
〔語釈〕
　○急ぐとも
―
平安時代から散見する措辞だが、勅撰集唯一の例である『新勅撰集』の「急ぐとも今日はとま
らむ旅寝するあしのかり庵に紅葉散りけり」 （羈旅・通俊）や、それに負ったとも思しい、文永二年（一二六五）七月後嵯峨院主催の当座探題歌会詠である『白河殿七百首』の「急ぐともここにや今日も暮らさまし見て過ぎがたき花の下陰」 （雑・羈中春・五九一・教定）などは、宗尊が直接に学んだ可能性があろうか。○玉津島
―
紀伊国の
歌枕。現和歌山県和歌山市和歌の浦にある玉津島神社周辺の丘陵地が、かつて海湾部中 あって島として点在した一つの島、あるいは全体の呼称か。 「たとふべきかたこそなけれ玉津島照らしかはせる住の江の月」 （俊成五社百首・住吉社・秋・月・三五〇）は、共に和歌の神である「玉津島」と「住吉」が月に照応する景趣を絶讃 たものであろう。こ 歌を含めて、 「玉津島」の「月」の歌は少なくない。特に 秋（ 夜の）月」が結びついた歌枕ではないが、該歌はその景趣を賞賛する詠みぶりである。
〔補説〕
　共に『五代集歌枕』に収める万葉と後撰の両首を本歌にし いると解するが、万葉歌を本歌にした参考の為
家詠にも倣っていよう。
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〔通釈〕
　冬の江住の江 松を吹く激しい風も荒々しくて、そこにさらに声を加える村時雨であることだな。
〔本歌〕
　住の江 松を秋風 からに声うち添ふる沖つ白波（古今集・賀・三六〇・躬恒。五代集歌枕・すみよし摂
津・八六五、初句「住吉の」 。同・すみの江 　摂津・九四二）
〔参考〕
　住吉の松の嵐やかかるらん夕波千鳥声まさるなり（建保名所百首・冬 住吉浦摂津国・六二 ・順徳院。紫
禁集・同〔建保三年〕十月廿四日名所百首人人仕うまつりし時・住吉浦・六六七、三句「かはるらん」 ）
淡路島むかひの雲の村時雨染めもおよばぬ住吉の松（建保名所百首・冬・住吉浦
摂津国
・六二七・定家。拾
遺愚草・内裏百首・冬・住吉浦・一二五三。新後拾遺集・冬・四七一）
住吉の松の嵐も霞むなり遠里小野の春の曙（新勅撰集・春上・一四・覚延）
〔類歌〕
　今よりは思ひこそやれ住吉の松 嵐の音の激しさ（隆祐集・二八七・伊成）
〔語釈〕
　○住の江
―
「住吉」と同じ。摂津国の歌枕。現大阪市住吉区及び住之江区（近世以降の開発埋め立て地）の
辺り一帯。○村時雨
―
ひとしきり激しく降ってはやみ、また激しく降り過ぎてゆく雨。
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〔通釈〕
　春の里
（東から）逢坂の関を越えて来る春であるので、音羽の里が最初に霞むのであろうか。
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一一三
〔本歌〕
　逢坂の関をや春も越えつらん音羽の山の今日は霞める（後拾遺集・春上・立春日よみはべりける・四・橘俊
綱。新撰朗詠集・春・早春・一三。正月朔日に、年改まりて、山辺のけしきかはりて侍らむかしとて、播磨の守俊綱・一二一。五代集歌枕・おとは山 　同〔山城〕 ・二四。和歌初学抄・一八六。新時代不同歌合・二三五）
〔語釈〕
　○逢坂の関
―
近江国の歌枕。現滋賀県大津市の南の逢坂山に置かれた関所。京都と東国を結ぶ交通の要衝。
○音羽の里
―
山城国の歌枕。現京都市山科区と大津市との境の逢坂山の南に続く音羽山の西麓の里。
〔補説〕
　五行説に従い、東方から「逢坂の関」を越えてやって来る「春」であるので、その逢坂の関に南接する音羽
山の西麓の「音羽の里」が、京都のある山城の国では真っ先に霞むのであろうか、という趣旨で、霞む音羽の里の景色を詠じる。
宗尊は、該歌以前に「東より関越えて来る春とて 逢坂山のまづ霞むらん」 （東撰六帖・春・早春・六。同抜粋
本・第一 　春・早春・六）と、類詠をものしている。
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〔本文〕
　○「山陰は」は、底本「山
さかけか
とか
は」 （ 「さと」の左傍にかかの見消ちして右傍に「かけ」 ）とあり。
〔通釈〕
　秋の里このほ 暗い の里 いつも夕方のたたずまいであって、小倉の里の秋はそれこそ悲しいのだ。
一一四
〔参考〕
　いつとても恋しからずはあらねども秋の夕べはあやしかりけり（古今集・恋一・五四六・読人不知）
時分かずいつも夕べはあるものを秋しもなどて悲しかるらん（続後撰集・秋上・二七八・実雄。三十六大歌
合
弘長二年
・七三・三品親王〔宗尊〕家小督、四句「秋しもなどか」 ）
小倉山裾野の里の夕霧に宿こそ見えね衣打つなり（続後撰集・秋下・擣衣の心を・三九五・順徳院。紫禁
草・同〔建保六年九月〕廿五日、当座詩歌合、秋歌・一〇九〇、三句「夕煙」 ）
〔影響〕
　吹く風の秋よりさきもすずしきはいつも夕べの山陰の庵（耕雲千首・雑・山家夏・八七二）
〔語釈〕
　○けしき
―
本来は漢語の（従って後半生の為家は禁忌としたらしい） 「気色・景色 。ここは、どちらかと言
えば「気色」で、自然の景趣・景物が醸し出す様子、といった意か。○小倉の里
―
山城国の歌枕。平安時代から詠
まれるが、さほど多く詠まれた歌枕ではない。山城国葛野郡の歌枕である「 山」 、即ち現京都市右京区嵯峨の大堰川を挟んで嵐山に対峙する小倉山の麓の里を言うのであろう。 「山陰」 いつも夕べ」の縁で「を暗（し） 」が掛かると解す 。
〔補説〕
　大枠では、 「秋は夕暮」 （枕草子）というような、 「秋」の「 」の情趣を殊なるものとする通念の上に詠
まれた一首である。恋歌である参考の古今歌なども、その枠組み 基層にある であり、微かに意識されたかとも思しいが、より直接には、参考の「時分かず」 を踏まえていよう。
影響歌とした耕雲花山院長親の一首は、耕雲全体の詠作傾向を検証するなかで、改めて定位されるべきであろ
う。
雑里
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一一五
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〔通釈〕
　雑の里十年を過ぎてさらに五年になるまでに住み馴れて、やはり忘れられない鎌倉の里よ。
〔参考〕
　宮柱ふとしき立 て万代に今ぞ栄えむ鎌倉の里（続古今集・賀・祝歌中に・一九〇二・実朝。金槐集定貞享
四年刊本・慶賀の歌・七一五）
〔他出〕
　夫木抄・雑部十三・里・御集・一四六〇六。
〔語釈〕
　○なほ忘られぬ
―
先行例は多くない。宗尊はより直接には、 『続後撰集』の北條長時詠「頼むるをまたいつ
はりと思ひてもなほ忘られぬ夕暮の空」 （恋三・契待恋といふことを・八〇一）に学ぶか。○鎌倉の里
―
相模国の
歌枕。現神奈川県鎌倉市。 「鎌倉」 「鎌倉山」共に万葉に詠まれるが、 「鎌倉の里」は、参考の実朝詠に始まるか。頼朝が開いた幕府の所在地としての謂いであろう。
〔補説〕
　宗尊は十一歳の建長元年（一二五二）四月一日に入府し、二十五歳の文永三年（一二六六）七月八日 鎌倉
を離れた。その足かけ十五年の鎌倉在府を懐かしく回想する趣である。本抄巻一所収の 文永三年十月五百首歌」の「里」題でも「今 身のよそに聞くこそあはれなれ昔は主鎌倉の里」 （
106）と詠じている。
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〔通釈〕
　夏の関忘れまいよ。夏の関屋にある杉の下陰に、暫しの間涼んだ、あの不破の中山を。
〔参考〕
　越えはてば都も遠くなりぬべし関の夕風しばし涼まん（後拾遺集・羈旅・五一一・赤染衛門。赤染衛門集・
一六九。後六々撰・三三）
涼しさは秋やかへりて初瀬川古川のへの杉の下陰（新古今集・夏・二六一・有家）鳴海潟夏の日遅き松陰に潮の干る間まやしばし涼まむ 為家集・雑・夏山
文永元年
・一三一七）
〔他出〕
　夫木抄・雑二・山・ふは山、不破、近江又美乃・八六五三。
〔語釈〕
　○関屋
―
関所の役人が詰める番小屋。ここは結句に「不破の中山」とあるので「不破の関屋」のこと。 「不
破の関」は、令制下に美濃国不破郡内（現岐阜県不破郡関ケ原町松尾辺り）の東山道が畿内から美濃国に出る場所に設置された関。 「美濃の関」 とも。東海道の鈴鹿関、北陸道の愛発関とともに三関の一つ。天武天皇二年 （六七三）七月 初めて設置（帝王編年記）という。養老年間（七一七～七二四）頃には存在し、延暦八年（七八九）七月三関は停廃されたが、儀礼的に固関は行われたらしい。その「 屋」は、 「霰もる不破の関屋に旅寝して夢をもえこそとほさざりけ 」 （千載集・羈旅・五四〇・大中臣親守） 、 「人住まぬ不破の関屋の板びさし荒れにし後はただ秋の風」 （新古今集・雑中・一六〇一・良経）などと、荒廃していることを通念として詠まれる。○不破の中山
―
美濃の国の所名。現在の岐阜県不破郡関ケ原町中山。 「不破の関」が置かれた。 「不破の中山」は、源師行男有房の「別れ行く君をとめねば関守のかひこそなけれ不破の中山」 （有房集・四一四）が早い用例で、参考の後鳥羽院詠が続く。 「不破 山 も、嘉応二年（一一七〇）十月十六日の『建春門院北面歌合』の隆信詠「不破の山紅葉散りかふ梢より嵐おこさぬ関守もがな」 （関路落葉・一四）が早く、同じく後鳥羽院の「不破 山風もたまらぬ の屋を
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一一七
もるとはなしに咲ける花かな」 （仙洞句題五十首・関路花・七九）が続く。共に、院政期末から詠まれ始めたと思しい。宗尊 、 「弘長二年冬弘長百首題百首（仮称） 」の「関」題（柳葉集・二一六） 、 「弘長二年十一月百首歌」の「雪」題（柳葉集・二七一。瓊玉集・冬・三一三） 、 「文永元年六月十七日庚申宗尊親王百番自歌合（仮称） 」の「関」題（柳葉集・五四五）で、この「不破の中山」を詠んでいる。 「年経たる杉の木陰に駒とめて夕立過ぐす不破の中山」 （中書王御詠・雑・旅歌とて・ 三九）も、該歌と同様に実体験そのものかそれに基づく景趣の再構築であろう。ちなみに、飛鳥井雅有の「逢坂の杉の木陰に駒とめて涼しく結ぶはしり井の水」 隣女 巻二
自文永二年至同六
年
・夏・逢坂にて・四三五。無名の記・三）は、この「年経たる」歌と影響関係にあるか。
秋関
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〔通釈〕
　秋の関私の心はその行きつく先も分からない。 （蝉丸が庵居したという）逢坂の関の藁屋をつつむ秋の夕暮に。
〔参考〕
　風になびく富士 煙の空に消えてゆくへも知らぬ我が心かな（新古今集〔新編国歌大観底本寿本〕 ・雑中・
一六一五・西行、為相本他は結句「我が思ひかな」 。西行法師家集・恋・三四七、結句「我が思ひかな」 ）
ながめわび行方も知らぬ物ぞ思ふ八重の潮路の秋の夕暮（雲葉集・秋下・六三四・実朝。新後撰集・秋上・
二九一）
我が心とまるところはなけれどもなほ奥山の秋の夕暮（続古今集・雑上・一五八〇・教家）
一一八
とにかくにながめし秋もとどまらず関の藁屋の夕暮の空（紫禁集・同〔建保四年三月十五日〕比、二百首和
歌・七五六。雲葉集・秋下・六四九・順徳院）
〔語釈〕
　○逢坂の関の藁屋
―
近江国の歌枕で、山城・近江国境の逢坂山に置かれた「逢坂の関」 （関址は現滋賀県大
津市逢坂一丁目付近）にあったという藁葺きの粗末な小屋。 「関の藁屋」は、参考の順徳院詠の他、建保頃から詠まれ始めた詞。 「世の中はとてもかくても同じこと宮も藁屋もはてしなければ」 （新古今集・雑下・一八五一・蝉丸。和漢朗詠集・述懐・七六四。江談抄・第三・博雅三位習琵琶事・七・目暗、三句「過ぐしてむ」 。今昔物語集・巻二十四源博雅朝臣行会坂盲許語第二十三・蝉丸・六二、 句「過ごしてむ」 。時代不同歌合・一四九、三句「ありぬべし」 ）は、 『江談抄』 （類聚本系）と『今昔物語集』では、 を習おうとした博雅三位が人を介して目暗（蝉丸）に何故逢坂の関に庵居するのか問い尋ねたのに対する答えの歌である。同じく蝉丸という「これやこの行くも帰るも別れつつ知るも知らぬも逢坂の関」 （後撰集 雑一 一〇八九。五代集歌枕・逢坂の関・一八二四、百人一首・一〇他、共に三句「別れては」 ） 印象も相俟って、 「逢坂の関の藁屋」は、往時に蝉丸が庵居した所と考えられていたであろう。 「問は ける関の藁屋は昔にて主残れる逢坂の花」 （道助法親王家五十首 春・関花二一五・経乗）や「逢坂の関の藁屋は跡もなし秋のしらべを松に残して」 （土御門院御集・同〔名所〕秋・三八九）や「思ひやる関の藁屋の昔まで雪にさびしき逢坂の山」 雲葉集・冬 八四九・ 小宰相） 、あるいは「しひてやはなほ過ぎ行かむ逢坂の関の藁屋の秋の夕霧」 （宝治百首 秋・関霧 一七六二 実氏。玉葉集・秋下・七三〇） 逢坂 関の藁屋は跡 なし情けばかりぞ名をとどめける 伏見院御集 関・一 ）等々 その通念に従った詠作であろう。宗尊も、その通念を抱いてい であろう。
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一一九
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〔通釈〕
　雑の関東路の関々を越えて、我が身は人生を経てきた。けれども、心はやはりこの世に留まったままであったな。
〔参考〕
　よけがたき道のつまりの関関はところせながらなほぞ越えぬる（新撰六帖・第二・せき・五九四・知家）
〔語釈〕
　○東路の関ぜ
―
京都と関東鎌倉を往還する道道にあった幾つかの関所。廃関や実際には不通の関も併せ
て、逢坂関の他不破関や鈴鹿関あるいは足柄関等を念頭に置くか。将軍たるべく下り解任されて上った往復に再度通った関々との意味も込められるか。○心ぞなほも世にとまりける
―
我が心が今も俗世に執着していることを表
し、いまだ出家しない自己を自嘲す 趣もある。 「とまり」は「 （関ぜき）越えて」 「 （身は）過ぎぬ」と縁語（対照） 。
夏橋
559
　いと
どゝ
ま
又た
通かよ
はぬ人の中絶
え・
て身をうぢ橋の五月雨のころ
〔通釈〕
　夏の橋雨に宇治 が途中で絶え、よりいっそうまた通ってこないあ 人との仲は絶えて、この身を「憂し」辛いと思う、宇治橋に五月雨が降る頃よ。
一二〇
〔本歌〕
　忘らるる身をうぢ橋の中絶えて人も通はぬ年ぞ経にける（古今集・恋五・八二五・読人不知）
〔参考〕
　水まさる宇治の川長高瀬さす身をうき舟の五月雨の頃（洞院摂政家百首・夏 五月雨 四八七・俊成女。俊
成卿女集・詠百首和歌・夏・一〇二）
〔他出〕
　中書王御詠・夏・橋五月雨・六六。
〔語釈〕
　○中絶えて
―
男女の仲が絶えての意に、 「橋」の縁で橋が途中で切れての意が掛かる。○身をうぢ橋の
―
「うし・うぢ」を掛詞に「身を憂し」から「宇治橋の」へ鎖る。 「宇治橋」は、山城国の歌枕。現京都府宇治市の宇治川に架かる橋。古くからの交通の要衝。
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〔通釈〕
　冬の橋埋もれることのない名も、どれほど古びたことだろうか。長柄の橋の跡に降り埋む白雪よ。
〔本歌〕
　世の中に古りぬる物は津の国の長柄の橋と我となりけり（古今集・雑上・八九〇・読 不知）
〔参考〕
　跡もなき長柄の橋の真砂路に埋もれぬ名を聞き渡るかな（為家五社百首 恋 橋・住吉社・六二九）
いかばかりふり重ぬらん名に立てて津守の浦の冬の白雪（為家五社百首・冬・雪・住吉社・四一九）
〔類歌〕
　聞きおきし長柄 橋はこれかさは雪ふりにけり跡だにもなく（太皇太后宮小侍従集・名所・長柄橋・
一七七）
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一二一
〔他出〕
　中書王御詠・冬・雪・一五三。 　　　
〔語釈〕
　○埋もれ
―
「白雪」の縁で、雪が降って埋もれる意が掛かる。○古り
―
「白雪」の縁で「降り」が掛かる。
○長柄の橋
―
摂津国の歌枕。弘仁三年（八一二）六月三日に使者を遣わし造橋も（日本後紀） 、仁寿三年（八五三）
十月十一日時点で既に「長柄三国両河。頃年橋梁断絶。人馬不通」 （文徳実録）という。院政期以降には、 「聞き渡る長柄の橋は跡絶えて朽ちせぬ名のみとまるなりけり」 （続詞花集・雑上・七五八・公重。風情集・長柄の橋・八〇。治承三 六人歌合・三〇七）や「今日見れば長柄の橋は跡もなし昔ありきと聞きわたれども」 （千載集・雑上・一 三二・道因） 、あるいは 朽ちはつる長柄の橋の跡に来て昔を遠く恋ひ渡るかな」や「ひとりのみ我や古りなん津の国の長柄の橋は跡もなき世に」 （続後撰集・雑上・一〇二七、一〇二八・実氏、有教 等と、橋は朽ちて跡形もないものとの通念が認められる。
〔補説〕
　本来「秋橋」題の次歌と逆順か。
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〔通釈〕
　秋の橋真野の浦の入江も遙か遠くまで霧が晴れて、秋風が吹き渡る淀の継ぎ橋よ。
〔本歌〕
　真野の浦 淀 継ぎ橋心ゆも思ふや妹
夢いめ
にし見ゆる（万葉集・巻四・相聞・四九〇・吹芡〔吹黄〕刀自。
五代集歌枕・浦・まのの浦・一〇〇六。和歌童蒙抄・三八二）
一二二
天の川扇の風に霧晴れて空澄み渡る鵲の橋（拾遺集・雑秋・一〇八九・元輔）
〔語釈〕
　○真野の浦
―
摂津国の歌枕。武庫郡真野（現神戸市長田区真野町）の海岸。○秋風渡る
―
古い用例のない
句。 『正治初度百首』の「よそへても思ふ心を知らせばや秋風渡る葛の裏葉に」 （恋・一〇七五・経家）が早いか。宗尊は別に「入り海の浜名の橋に日は暮れて秋風渡る浦の松原」 （中書王御詠・雑・浜名橋をすぐとて 二二二）とも詠む。 「継ぎ橋」 縁で橋を渡る意が響く。○淀の継ぎ橋
―
水が流れずに澱んでいる所に架けられた、板を何
枚も継いで渡した橋を言う。本来普通名詞だが、 『八雲御抄』 （巻五・名所部・橋）は、 「淀」 現京都市伏見区南西部の地 解してか山城とし、 『夫木抄』 （雑三・橋）はこれに加えて、 「真野」を近江国滋賀郡（現大津市真野）とも解してか「山城或近江」とする。宗尊は、万葉歌を踏まえて摂津国 「真野の浦」に架かる「淀の継ぎ橋」と理解していたか。ちなみに、 「ふみ見ても物思ふ身とぞなりにける真野 途絶えのみして」 （後拾遺集・雑一・八八〇・相模） 詠まれる「真野の継ぎ橋」は、 『五代集歌枕』 （橋・一八八一）では「ま のつぎはし 　摂津国」とする。
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〔通釈〕
　雑の橋遠い昔 真間の継ぎ橋は今もあるのに、橋を渡るならぬ、私がこの世を生きて渡って行く道がどうして変わるのだろうか。
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一二三
〔参考〕
　
足あ
の音せず行かむ駒もが葛飾の真間の継ぎ橋止まず通はむ（万葉集・巻十四・相聞・三三八七・下総国歌。五代集歌枕・橋・ままのつぎはし 　下総国・一八八八）
いにしへのきたの翁もあるものをなどあやにくに世を歎くらん（新撰六帖・第二・おきな・八五八・知家）
〔他出〕
　中書王御詠・雑・六帖の題の歌に・橋・二六四。
〔類歌〕
　いにしへの真間の継ぎ橋継ぎてなほ今もかはらぬ代代の跡かな（嘉言百首・雑・橋・一九八六・為藤）
〔語釈〕
　○真間の継ぎ橋
―
下総国の歌枕。葛飾郡（現千葉県市川市国府台付近）にあったという「継ぎ橋」 （→
561） 。
○世渡る道
―
世間を渡り暮らして行く道、人生の道程の意。先行例は、関東にも居した寂身の「みな人の世渡る道
に年暮れて急ぐも知らず積もる雪かな」 （寂身集・百首中 　寛喜二年・冬・歳暮雪・一六八）がある。 「渡る」は「継ぎ橋」の縁で橋を渡る意が掛かる。
〔補説〕
　一首は、親王の身でありながら東下して幕府の将軍として戴 れ、しかし結局は失脚して鎌倉を追われてま
た京都に舞い戻った、宗尊の人生を述懐する趣である。
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〔通釈〕
　春の旅振り返って見る都の山に月が沈んでゆき、旅に進み行く先は霞んでいる、春 曙よ。
〔参考〕
　都のみかへりみられて東路を駒の心にまかせてぞ行く（後拾遺集・羈旅・東へまかりける道にて 五〇八・
一二四
増基）
面影のひかふる方にかへりみる都の山は月細くして（拾遺愚草・韻歌 　百廿八首和歌
建久七年九月十八日内大臣
家、他人不詠
・旅・一七一三）
〔語釈〕
　○月落ちて
―
例えば「商山月落秋鬚白（しやうざんにつきおちてあきのひげしろし） 　潁水波揚左耳清（え
いすいなみあがてひだりのみみきよし） 」 （和漢朗詠集・仙家
付道士隠倫
・五五一・大江朝綱）と詠じられた、漢語の
「月落」からの援用か。先行例としては、 「紀の国や由良の岬に月落ちて拾ひ残せる玉かとぞ見る」 （御室五十首・秋・七八三・師光）や「雲かかる生駒高嶺に月落ちて三輪の檜原にましら鳴くなり」 （千五百番歌合・秋三・一三六二・宮内卿）あるいは「紅葉更く風のたよりに月落ちて霜に裏ある庭の面影」 （慈鎮和尚自歌合・三宮・八番右 月明かりける夜三位入道の許へ・二〇二。雲葉集・秋下・七〇二）等、新古今歌人の作例が目に付く。なおまた、 「木の間より洩りくる月の影見れば心づ し 秋は来 けり」 （古今集・秋上・一八四・読人不知）の第二句を「落ちたる月の」 （清輔本 落ちく 月の」 （新撰和歌 二四）とする形の本文が、いくらかの影響を与えたかもしれない可能性を見ておきたいと思う。
〔補説〕
　建長四年（一二五二）三月十九日に、将軍たるべく関東に向けて京都を出発した折のことを回想しつつ、東
下する春の旅を仮構したか。以下の「夏」 「秋」 「冬」 雑」の「旅」の も、同様であろうか。
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『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一二五
〔通釈〕
　夏の旅大井川 川辺の里に、日数がたってしまった。徒歩で渡る渡瀬が現れるのを待つ間の五月雨が降る頃に。
〔参考〕
　五月雨に渡瀬も見えず大井川いづくがもとの流れなるらん（教長集・夏・河辺五月雨・二七四）
山もとも庭は海なる五月雨に川辺の里を思ひこそやれ（百首歌合
建長八年
・夏・一〇五九・忠定）
五月雨の日数経ぬれば刈り積みし賤屋 小菅朽ちやしぬらん（千載集・夏・一八一・顕輔。久安百首・夏・
三二七）
〔語釈〕
　○大井川
―
一首の内容や前後の歌の配列および宗尊の経歴から見て、山城の「大堰川」ではなく、遠江・駿
河国境を流れて東海道をよぎる「大井川」であろう。関東祗候の廷臣飛鳥井雅有の「大井川渡瀬を多み行き暮れて月に越えゆくさやの中山」 （隣女集・巻三
自文永七年至同八年
・雑・さやの中山・一五二二）も同様であろう。古く
『更級日記』には「大井川といふ渡りあり。水の、世の常ならず、すり粉などを濃くて流したらむやうに、白き水、速く流れたり」とある。ただし、参考に挙げた教長詠の「大井川」は、山城か東海道かは不分明である。例えば、「五月雨にみかさぞまさる大井川戸無瀬の井堰おとすばかりに」 （新撰六帖・第三・井せき・一〇一一・家良）や「大井川音まさるなりゐる雲のをぐらの山の五月雨の頃」 （弘長百首・夏・五月雨・一八二・為家。為家集・夏・五月雨弘長元・三八〇）と詠まれるように、 「五月雨」と山城の「大井川」との詠み併せはまま見られる。しかし、教長詠の「渡瀬も見えず」の詠みようは、む ろ東海道の「大井川」にこそ似つかわしい。宗尊が教長詠を知っていて、その「大井川」を東海道 それと認識したかもしれず、ま 山城の「大井川」と認識した場合でも、それを東海道のそれに取りなして詠み直したとしても不思議はないであろう。○渡瀬
―
人が歩いて渡ることのできる水深
の浅い所。
一二六
〔補説〕
　宗尊が大井川を渡ったのは、東下の折の建長四年（一二五二）三月か、西上の折の文永三年（一二六六）七
月であり、 「夏旅」ではない、 「五月雨」の山城の「大井川」の通念の枠組みを借りて、実際に渡った東海道の「大井川」の情景を思い起こしつつ夏の旅の歌として仮構したものであろう。
秋旅
565
　
忘わす
れずよ朝けの風を身にしめて露分
け・
捨す
てし
宇うつ
津
の山越
え・
〔通釈〕
　秋の旅忘れないよ。早朝の風を身に染み込ませて、露 分け捨てて行った宇津 山を越える旅を。
〔参考〕
　忘れずよ朝清めすると もりの袖にうつりし秋萩の花（続後撰集・秋上・二八七・後嵯峨院）
いつしかと朝けの風の身にしみてさやかにかはる秋は来にけり（夫木抄・秋一・立秋・嘉禄三年百首、早秋
風・三八五九・為家）
都思ふそなたの風を身にしめて月 ともなふ宇津の山越（千五百番歌合・雑二・二八七四・保季）宇津の山これや昔 跡ならん露分けわぶる蔦の下道（宝治百首・雑・旅行・三七九七・下野）
〔語釈〕
　○朝け
―
「朝明」 。夜明け方、早朝のこと。○宇津の山越
―
駿河国の歌枕「宇津の山」は、現静岡市宇津ノ
谷と藤枝市岡部町との境にある宇津ノ谷峠のこと。その「宇津の山」を越えて旅すること。理屈では西上・東下どちらにも言うが、 「駿河なる宇津の山辺のうつつにも夢にも人に はぬなりけり （伊勢物語・九段・一一 男。新古今集・羈旅・九〇四・業平）と詠じた男＝業平の東下りの印象からもっぱら東に越えて行くことを言う。→補
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一二七
説。
〔補説〕
題の「秋旅」からすると、建長四年（一二五二）三月の東下の折ではなく、文永三年（一二六六）七月の西
上の折を回想したことになる。 「宇津の山越え」は、七月七日か八日であったか（→
59） 。失意の内に帰洛する旅で
あり、 「露」は涙を寓意したものかもしれない。ただしまた、見知らぬ土地に恐らくは心細く東下する折の経験を踏まえて 季節 換えて詠じたものと見て おかしくはない。結局 東下・西上いずれの折の「宇津の山越え」も、宗尊にとって忘れられないものであったのには違 ないであろう。
冬旅
566
　
逢あふ
坂やまだ
夜よ
深ふか
きに関
越こ
えて跡
付つ
け
初そ
むる山の
白しら
雪
〔通釈〕
　冬の旅逢坂よ、まだ夜深いうちに関を越えて行き、初めて足跡を付ける山の白雪だ。
〔参考〕
　道しあればふりにし跡に立 返りまた逢坂の関の白雪（続古今集・冬・六七八・良実）
月影のかはらず見ゆる夜半の雪に跡付け初むる浜千鳥かな（熊野懐紙・浜月似雪・九二・通親）
〔語釈〕
　○逢坂
―
近江国の歌枕。山城・近江国境の逢坂山に置かれた「逢坂の関」 （関址は現滋賀県大津市逢坂一丁
目付近）があった。 「白雪」との詠み併せは、必ずしも伝統的では 。寿永百首家集の一つである『頼輔集』の「逢坂の山の白雪見渡せば関の小川ぞたえまさりける」 （ひよしの歌合に・五〇）が早く、勅撰集では参考の良実詠が初出。○跡付け初むる
―
これも比較的新しい措辞。参考の通親詠や俊成の「君が問ふ跡付け初むる初雪は積もら
一二八
む末も頼まるるかな」 （秋篠月清集・雪の朝三位入道許へ遣はしける・返事・一三〇一）などが先行例となる。
〔補説〕
　「まだ夜深きに関越えて」が、微かに孟嘗君の故事を連想させるか。宗尊の逢坂越えは、東下の折の建長四
年（一二五二）春三月か、西上の折の文永三年（一二六六）秋七月である。該歌は、その経験を踏まえながらも、歌題の「冬の旅」に即して、初めて逢坂を越えて東国へ下る風情を仮構して詠出したものであろう。
雑旅
567
　
篠しの
原や袖
折お
り
返かへ
しさ
寝ね
し
夜よ
の有明
方かた
の月は
忘わす
れず
〔通釈〕
　雑の旅篠原よ、袖を折り返して寝た夜の、有明頃の月は忘れることはない。
〔参考〕
　世の中は憂きふし繁し篠原や旅にしあれば妹夢に見ゆ（新古今集・羈旅・九七六・俊成。長秋詠藻・堀河院
御時百首題を述懐によせて読みける歌、保延六、七年のころの事にや・恋・旅恋一七八）
白妙の袖折り返し恋ふればか妹が姿の夢にし見ゆる（万葉集・巻十二・正述心緒・二九三七・作者未詳）印南野の浅茅押しなみさ寝し夜のけ長くしあれば家し偲ぶる（五代集歌枕 野・いなみの・七二一・赤人。
万葉集・巻六・雑歌・九四〇・赤人、三・四句「さ寝る夜のけ長くあれば」 〔三句を「さ寝し夜の」とするのは類聚古集・神田本 細井本、広瀬本は「サネシヨノ」の「ネシ」を見消ちして左傍に「ヌル」右傍に「或メル」 〕 。古今六帖・第二・ざふのの・一一六一 初句「いなび の」結句「妹をこそ思へ」 ）
年も経ぬ長月の夜の月影 有明方の空を恋ひつつ（後拾遺集・恋一・六一四・源則成）
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一二九
〔他出〕
　中書王御詠・雑・旅歌とて・二三三。
〔語釈〕
　○袖折り返し
―
原拠は参考の万葉歌だが、あるいは宗尊の視野には、 「旅衣褄吹く風の寒き夜に袖折り返し
幾夜かも寝ん」 （宝治百首・雑・旅宿・三八一六・成実。雲葉集・羈旅・九六二）も入っていたか。○有明方
―
陰
暦十六日以降の月が空に残っているうちに夜が明ける暁近くの時分。
春望
568
　夕
凪なき
の春の
潮しほ
干ひ
は静
か・
にて
霞かすみ
に遠き和歌の松
原はら
〔通釈〕
　春望春の夕凪に静かに潮が引いて、霞の中に遠く望む和歌の松原よ。
〔本歌〕
　妹に恋ひわかの松原見渡せば潮干の潟にたづ鳴き渡る（新古今集・羈旅・八九七・聖武天皇。原歌万葉集・
巻六・雑歌・一〇三〇、二句「わがの松原」 〔原文「吾乃松原」 、現行訓「あがの松原」 〕 ）
〔参考〕
　伊勢島や潮干の潟の朝凪に霞 まがふわかの松原（後鳥羽院 集 詠五百首和歌〔遠島五百首〕 ・春・
六六八。風雅集・春上・二二・後鳥羽院）
伊勢の海清き渚も霞みつつ春の潮干の玉も拾はず（建保名所百首・春・伊勢海・九〇・兵衛内侍）伊勢の海人の玉裳の裾やまがふらん霞に遠き沖つ白波（雲葉集・春上・六七・実氏。三十六人大歌合・
二三）
〔他出〕
　中書王御詠・春・春眺望・八。夫木抄・春五・春海・御集、春御歌中・一七一〇。
一三〇
〔語釈〕
　○春望
―
春の眺めの意。○潮干
―
潮が引くこと。干潮になること。○和歌の松原
―
伊勢国の歌枕。 「若の松
原」とも。三重郡の地名というが、比定地は不明で、あるいは四日市付近かともいう。右記『万葉集』の「吾乃松原」が原拠。その題詞は、前歌の「十二年庚辰冬十月、依
二大宰少弐藤原朝臣広嗣謀反発
一 レ
軍、幸
二于伊勢国
一之時、
河口行宮、内舎人大伴宿祢家持作 一首」を承けた「天皇御製歌一首」で、 『新古今』の詞書は「天平十二年十月、伊勢国にみゆきしたまひける時」である。万葉の左注に 「右一首今案、吾松原在
二三重郡
一、相
二去河口行宮
一遠
矣。若疑御
二在朝明行宮
一之時所
レ製御歌、伝者誤之歟」とある。
夏望
569
　
播はり
磨ま
潟かた
灘なた
のみ
沖奥
は風
荒あ
れて高砂めぐる夕立の雲
〔通釈〕
　夏望播磨潟の灘の沖は風が吹き荒れて、高砂を夕立雲が行き廻るよ。
〔参考〕
　播磨潟灘のみ沖に漕ぐ舟の行くも帰るもかつ霞みつつ（洞院摂政家百首・雑・眺望・一九六七・実氏。万代
集・雑一・二七四三）
〔他出〕
　中書王御詠・夏・夕立・七六。
〔語釈〕
　○夏望
―
夏の眺めの意。 「春望」や「秋望」がより一般的だが、四季と雑からなる組題の構成故に設定され
た題であろう。○播磨潟灘のみ沖
―
この措辞は、西行の「播磨潟灘のみ沖に漕ぎ出でてあたり思はぬ月をながめ
ん」 （山家集・秋・月三一一）や「播磨潟灘のみ沖に漕ぎ出でて西に山なき月を見るかな」 （西行法師家集・秋・
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一三一
月・一八三）が早く、参考の実氏詠もこれらに倣っていよう。 「播磨潟」は、播磨国の歌枕。播磨（現兵庫県南西部）の沿岸。 「灘」は 遠浅 海岸。 「み沖」の「み」は、語調を整える接頭語。これは他に、俊恵の「ちはやぶる阿蘇のみ沖に澄む月は誰が手向けたる鏡なるらん」 （林葉集・秋・池上月同（
歌林苑
） ・五〇五）が目に付く。○高
砂めぐる夕立 雲
―
他に例を見ない措辞。宗尊が別に詠じた「行きやすき船出急げや高砂の尾上をめぐる道はあり
とも」 （中書王御詠・雑・万行具廻日得往、念仏一行最為尊・三五四）や「松風も激しくなりぬ高砂の尾上の雲の夕立の空 柳葉集・巻二・ 〔弘長二年冬弘長百首題百首〕 ・夏・夕立・一六九。瓊玉集・夏・一四一。続古今集・夏・二六七）に照らせば、播磨国（現兵庫県高砂市）の歌枕である「高砂」を廻るように流れ行 夕立雲を、 「上の松」を言外に想起さ るように詠出した表現であろう。後出の類例に「山の端にさすや日影はうつろひて麓をめぐる夕立の雲」 （続門葉集・夏 四・得業俊助）や「なる神の音もはるかに紫香楽の外山をめぐる の雲」（続後拾遺集・夏・二三四・承覚法親王）がある。
雑望
570
　行
く・
末の雲間に
富ふし
士
の山を
見み
て西にぞ
向む
かふ
足あしから
柄
の関
〔本文〕
　○「山をみて」は、底本「山
・をみて
みえてか
」 （ 「みえて」の左傍にかかかの見消ち、 「山」の下に補入符を打ち右傍
に「をみて」 ）とあり。
〔通釈〕
　雑望進み行く先の方の雲間に富士の山を望み見て、西へと向かって越える足柄の関よ。
一三二
〔参考〕
　富士の山同じ雪げの雲間より裾野を分けて夕立ぞする（最勝四天王院和歌・富士・三八一・後鳥羽院。後鳥
羽院御集・承元二年十一月最勝四天王院御障子・富士・一四四七）
秋までは富士の高嶺に見し雪を分けてぞ越ゆる足柄の関（続古今集・羈旅・十首歌講じ侍りし時、関路雪
を・九〇九・光俊）
〔語釈〕
　○雑望
―
述懐の眺め、といった趣意であろう。これも前歌の「夏望」と同様に、一連の構成故に設定された
題であろう。
〔補説〕
　「西にぞ向かふ」からすれば、失脚して鎌倉を追われて帰洛する折の文永三年 一二六六）秋七月の旅に足
柄の関を越えた経験を踏まえた一首ということになる。
春山家
571
　山
里さと
に花
咲さ
きぬとて人
待ま
つはいつの
情なさ
けの
慣習
ら・
ひ
なるらん
〔通釈〕
　春の山家山里で、花が咲いたということで人を待つのは、いったい何時から続く心持ちのきまりであ のだろうか。
〔参考〕
　植ゑしよりした待つものを山里の花見 誘ふ人 なきかな（公任集・同じ所〔白川〕に紅梅植ゑたりつるに
初めて花さきたるにおはしたりけるに、女御の御もとに。万代集・雑三・白川におはしましける時、按察使公任のもとに遣はしける・三一四四・四条太皇太后宮）
春ならで誰か問ひ来し山里に花を待つこそ人を待ちけれ（拾玉集・花月百首・花・一三〇六）
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一三三
春は花秋は紅葉と人待ちし道絶えはつる冬の山里（壬二集・殷富門院大輔百首
文治三年春于時侍従兼越中守従五位
上
・冬・二四六）
〔語釈〕
　○情け
―
風情・情趣を解する心。ここでは、咲いた花を共に見るべく人を待つような心のあり方。○慣らひ
―
自然とそうなってしまう癖、傾向、ということ。
〔補説〕
　参考歌は、必ずしも宗尊がそれらに負ったという訳ではなく、春の「山里」で「花」を共に見る「人」を
「待」つ、という通念が窺われる歌の例として挙げた。和歌の通念や類型の始原を問おうとする傾向が認められる宗尊詠の特徴を示す一首である。
秋山家
572
　かくて
見み
ん外山の
里さと
の
薄うす
紅葉今一しほの色な
時しく
雨
れそ
〔通釈〕
　秋の山家このままで見よう。外山の里の薄い色の紅葉は、もう一段の濃い色に時雨れてくれるな。
〔本歌〕
　常磐なる松 緑も春暮れば今一しほの色まさりけり（古今集・二四・宗于）
〔参考〕
　かくて見む青葉まじりの薄紅葉時雨よいたく染めはて と （楢葉集・雑二・八五一・禅定院尊者）
夕づく日うつろふ峰の薄紅葉今ひとしほは時雨せねども（道助法親王家五十首・秋・夕紅葉・六五五・経
乗）
〔他出〕
　中書王御詠・秋・紅葉・一二五。
一三四
〔語釈〕
　○外山の里
―
山の端、あるいは連山の外れにある里。○色な時雨れそ
―
珍しい句。後代に、康正三年
（一四五七）九月七日『武家歌合』の「染め残す峰の紅葉葉ひさかたの山より北の色な時雨れそ」 （二五・心敬）が見える程度。紅葉の色を濃くなるように時雨が染め上げるな、という趣旨。
〔補説〕
　措辞の類似から参考に挙げた『楢葉集』の一首については、嘉禎三年（一二三七）六月五日素俊撰の同集あ
るいはその歌を、宗尊が披見し得たか否かを含めて、さらに検討が必要であろう。
冬山家
573
　音信
れ・
てさびしき
も
物の
は山
里さと
のね覚
め・
にか
かゝ
る松の雪
折お
れ
〔通釈〕
　冬の山家人が訪れるでもなく、音が聞こえて来てさびしいものは、山里で夜に目を覚ました時にその音が降りかかってくる、このような松の雪折れだよ。
〔他出〕
　中書王御詠・冬・雪・一五四。
〔参考〕
　草の原かれにし人は音もせであらぬ外山の松の雪折れ（続後撰集・冬・五一〇・家隆。内裏百番歌合・冬・
一五九。家隆卿百番自歌合・九七。壬二集・冬・二五八三）
夕暮のさびしきものは槿の花を頼める宿にぞありける（後撰集・雑四・一二八八・読人不知）
〔語釈〕
　○音信れて
―
音を立てて来ての意に、 「山里」の縁で人が「訪れで」の意が掛かる。○さびしきものは
―
意
外に先行例は少なく、参考の後撰歌の他には、 『万代集』の「世の中にさびしきものは霜枯れの冬の薄と我となり
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一三五
けり」 （雑一・兼経）が目に入る程度。○寝覚めにかかる松の雪折れ
―
「かかる」を掛詞に「寝覚めに掛かる」 （夜
の目覚めに〔音が〕降りかかる意）から「斯かる松の雪折れ」 （このような松の雪折れよの意）に鎖る。先行する類例は「忍び住む心も堪へず山陰や軒端にかかる松の雪折れ」 （民部卿家歌合
建久六年
・深雪・一六〇・定家） 。 「雪
折れ」は、木や竹などの枝や幹が降り積もった雪の重みで折れること。
雑山家
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　世
の・
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ふ
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〔通釈〕
　雑の山家この世 中の苦しみは、我が身に付いている辛さであって、 （住みよいはずの）山里もやはり何となくもの悲しいよ。
〔本歌〕
　世の中はいかにやいかに風の音を聞くにも今は物や悲しき（後撰集・雑四・一二九二・読人不知。伊勢集・
友だちなりける人の思ふことありける、とぶらふとて・三〇七）
山里は物のわびしきことこそあれ世の憂きよりは住みよかりけり（古今集・雑下・九四四・読人不知）
〔参考〕
　世の中は憂き身に添へる影なれや思ひ捨つれど離れざりけり（堀河百首・雑・一五七七・俊頼。金葉集・雑
上・五九五。千載集・雑下・一一六一）
今日までも憂きは身に添ふさがなれば三とせの露の乾く間ぞなき（続古今集・哀傷・一四二〇・為家）
〔語釈〕
　○憂きは身に添ふ
―
参考の俊頼詠を原拠とする。 「憂きは身に添ふ」の句形は、右の為家詠が勅撰集の初出
一三六
であるが、この歌は「前中納言定家身まかりて後、第三年の仏事嵯峨の家にてし侍りけるに遣はしける」という実氏の「今日といへば秋のさがなる白露もさらにや人の袖濡らすらん」の「返し」である。これ 先行 て、雅経の「厭ひかね憂きは身に添ふかげろふのあるかなきかの世をや頼まん」 （明日香井集・春日社百首
元久二年十二月三日於宝
前被講七ケ日参籠之間詠之
・雑・釈教・是身如影・六一四）や家隆の「厭ひ出でてこの世をよそに聞くべきに憂きは身
に添ふ影ぞ悲しき」 （洞院摂政家百首・雑・述懐・一八二〇。壬二集・洞院摂政家百首・述懐・一五三一。秋風集・秋中・一二三〇）がある。為家はこれら、特に家隆に倣っていようが 所収歌集より推して、宗尊も家隆詠を見知っていた可能性は高いで ろう。
春閑居
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長（のどか）
閑
なる の心も
あ
有り
けりと
訪と
はれぬ
宿やと
の花に
見み
るかな
〔通釈〕
　春の閑居ゆったりと落ち着いている春の間の心もあったのだ、と、誰にも訪れられない我が家の花に知ることであるな。
〔参考〕
　つらきかななどて桜ののどかなる春の心にならはざりけん（続後撰集・春中・一一五・俊成。久安百首・
春・八一一。長秋詠藻・久安の比崇徳院に百首歌めされし時奉る歌・春・一一。万代集・春下・三六四）
花見ても春の心ののどけきは老いて世に経るすみかなりけり（続古今集・春下・一一四・家良）咲かぬ間は誰かは訪ひし我が宿の花こそ人の情けなりけれ（続古今集・春下 一一〇・兼実）
〔類歌〕
　おぼつかな花なき里の里人は春の心や けか らん（別雷社歌合・花・六一・隆季）
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一三七
〔他出〕
　中書王御詠・春・閑居花・三五。
〔語釈〕
　○訪はれぬ宿
―
他の人によって訪れられることのない我が家、ということ。宮内卿の『正治初度百首』詠
「三輪の山訪はれぬ宿に神さびて幾代になりぬ杉の秋風」 （雑・神祇・八五二）が早く、為家の「今さらになに恨むらんいつとても訪はれぬ宿のまつ虫の声」 （為家千首・秋・四六四）や知家の「降る雪の花のあるじにかこちても訪はれぬ宿に跡は絶えつつ」 （洞院摂政家百首・冬・雪・九三一）が続く。他には、 『秋風集』に「千五百番歌合の歌」と詞書する嘉陽門院越前の「まさ木ちる谷のかけはし埋もれて訪はれぬ宿は霰降るなり」 （冬・一六〇）があり、 『楢葉集』に「あしひきの山路よりけに跡もなし訪 れぬ宿の庭の白雪」 （雑二・八六一・尊海）がある。鎌倉前期に少しく流行した措辞であろう。宗尊はそれを敏感に取り入れたことになる。
〔補説〕
　花故に心落ち着かないとする通念 、 「ひさかたの光のどけき春の日にしづ心なく花の散るらむ」 （古今集・
春下・八四・友則）や「春はなほ我にて知りぬ花盛 心のどけき人はあらじな」 （拾遺集・春・四三・忠岑。和漢朗詠集・春・春興・二六） 、あるいは「春風の吹かぬ世にだにあらませば心のどかに花は見てまし」 （続後撰集・春中・一一〇 醍醐天皇。亭子院歌合・一一・宇多院。万代集・春下・二九六・宇多院）等々に始発して、大きな類型を形成する。参考の前二首もその枠組の内 あり、該歌もまた同様で る。一方でま 、花故 人 我が家を訪れることを言う歌も、 「我が宿の花見がてらに来る人は散 なむのちぞ恋しか べき」 （古今集・春上・六七・躬恒）や「春来てぞ人も訪ひける山里は こそ宿のあ じな けれ」 （拾遺集・雑春・一〇一五 公任） 代表されるように、類型化している。参考の兼実詠も、その中の一首 る。該歌は、 通念を踏まえながら、人 訪のない寂寥感を、 「長閑な 春の心」に昇華させたと言ってよいであろう。
一三八
冬閑居
576
　
訪と
はれぬる身のこと
わは
りと
言い
ひながらさも跡もなき庭の雪
か
哉な
〔通釈〕
　冬の閑居
（雪に跡が付くのは）人に訪問を受けたときの自分の身から生じる道理（だからしょうがない）とは言うけれども、よくもまあ、人の足跡もない我が庭の雪であることだな。
〔参考〕
　しのぶるも我がことわりと言ひながらさても昔と訪ふ人ぞなき（新勅撰集・雑二・一一四四・真観）
訪へかしな跡も厭はで待たれけりまだ空晴れぬ庭の白雪（続古今集・冬・六五五・庭雪を・隆祐）
〔類歌〕
　さこそはあれ出で入る人の跡もなし身のことわりの庭の白雪（中書王御詠・冬・庭雪・一五二）
〔語釈〕
　○さも
―
いかにも、まったくの意の副詞に解した。指示副詞「さ」と係助詞「も」と見ると、そのように
も、そうは、といった意味になろうか。
〔補説〕
　上句と下句の関係に齟齬があるように見える。仮に初句が「訪はれざる」であったとすれば、類歌の宗尊詠
のように、分かり易い一首となる。しかし、底本の本文に従えば、 「子猷尋戴」の故事のように雪を心ある人と共に鑑賞したいという通念の 方で、例えば慈円の「庭の雪をよきて通はむ道もがな跡惜しからで人に訪はれむ」（拾玉集・雪・三九〇四）のように庭の雪の人跡を惜しむという類型も存しているので、その両者を併せた参考の隆祐詠を踏まえて、 「訪はれぬる身のことわり」は、庭の雪に人跡が付くの 人に訪われた我が身の場合の道理、といった趣旨に解するべきであろう。
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
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雑閑居
577
　人
言こと
の
暇ひま
なかりしも昔にて今はのどけき身の住
ま・
ひゐ
かな
〔通釈〕
　雑の閑居他人の噂がひっきりなしだったのも昔のことになって、今は穏やかにのんびりとしているこの身の暮らしであるよ。
〔参考〕
　空蝉の世の人言のしげければ忘れぬもののかれぬべらなり（古今集・恋四・七一六・読人不知）
世の中は憂き物なれや人言のとにもかくにも聞こえ苦しき（後撰集・雑二・一一七六・貫之）都をばよそのながめになしはててあはれなりける身の住まひかな（正治初度百首・山家・九九三・季経）
〔語釈〕
　○人言
―
他人の言葉、世間の人の評判・噂。○住まひ
―
住みか・住居の意にも取れるが、生活・暮らしの意
に解しておく。
〔補説〕
　「雑閑居」題に従った詠作ではあるが、実感を宿していようか。そうだとすれば、文永三年（一二六 ）妻
宰子と良基の密通を知って三月五日に藤原親家をして上洛させ、六月五日に帰参した親家を通じて父後嵯峨院からの諷諫を受けつつ、失脚への流れは止めがたく、七月八日に鎌倉を発ち二十 失意の内に帰洛するもなお、父母から義絶された宗尊であれば、その直後の八月に、かかる心境 達していたとは考え難い。やはり、この「百五十首」和歌は、文永三年八月ではなく、文永五年（一二六八）八月の作と見る方が穏当ではないだろうか。→
492補
説。
一四〇
春恋
578
　
難なに
波は
潟かた
霞の下に
行ゆ
く舟の
晴は
れぬ恨
み・
に身はこがれつ
つゝ
〔通釈〕
　春の恋難波潟を覆う霞の中に漕ぎ行く船の、浦見をしようにも霞が晴れない恨みのように、晴れることのない恋の恨みに、我が身はじりじりと焦がれ続けている。
〔参考〕
　難波潟潮路遙かに見渡せば霞に浮かぶ沖の釣り舟（千載集・雑上・眺望の心をよめる・一〇四九・円玄）
難波江の霞の下の澪標春のしるしや見えて朽ちなむ（万代集・雑一・建保内裏歌合に、江上霞を・
二七四四・家隆）
難波人霞の下に焼く塩をしばしたゆめて春や知るらん 洞院摂政家百首・春・霞・八五・隆祐。隆祐集・百
番歌合・十番、霞五首中 　左、大殿百首御会・七九、四句「しばしたゆみて」 ）
〔語釈〕
　○難波潟
―
摂津国の歌枕。現大阪府淀川河口付近の浅い海。○晴れぬ恨み
―
霞が晴れない恨みの意に、比喩
で恋の晴れない恨みが重なる。 「恨み」に「難波潟」の縁で「浦見」が掛かると解する。○身はこがれつつ
―
「身
は焦がれつつ」に、 「難波潟」 「行く船 の縁で「漕がれつつ」が掛かる。
夏恋
579
　時鳥
皐さ
月
待ま
つだに
苦くる
しきにいつとて
聞き
かぬ人に
恋こ
ふらん
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一四一
〔通釈〕
　夏の恋時鳥の声を聞くのに五月を待つのさえ苦しいのに、いったいいつ（その人が訪れる）というわけで、それも聞いていない人に、恋い慕っているのだろうか。
〔参考〕
　身に知らば初音聞かせよ時鳥皐月を待つも苦しかるらん（宝治百首・夏・待郭公・八四一・後嵯峨院。続古
今集・夏・一九八）
〔類歌〕
　いつとてかやすくは聞きし郭公今年も懲りずなに待たるらん（柳葉集・巻二・弘長二年十二月百首歌・郭
公・三一二）
〔語釈〕
　○いつとて聞かぬ人に恋ふらむ
―
「いつとて」が「聞かぬ」と「恋ふらむ」の両者にかかると解する。いつ
訪れるということとて聞いていない人に、いったいいつ訪れるというのでその人を恋しく思い続けるのだろうか、という趣旨。
〔補説〕
　用語の類似から一応類歌に挙げた宗尊詠は、 「いったいいつといって簡単に時鳥の声を聞いたか、いや常に
聞くのは困難だった それなのに今年も懲りずに、どうして時鳥が待たれるのだろうか。 」という趣意。
雑恋
580
　恨
み・
来こ
し心も今はなき
も
物の
をた
だゝ
恋しさの音の〔み〕
泣な
かれて
〔本文〕
　○音の〔み〕泣かれて
―
底本「音のなかれて」を、他出本文に従って「み」を補う。
〔通釈〕
　雑の恋
一四二
 恨んできた心も今はないのだけれでも、やはりただ恋しさ故に、自然と声を上げて泣いてばかりいて。
〔参考〕
　鐘の音をなにとて昔恨みけむ今は心もあけがたの空（新勅撰集・雑二・一一七二・隆衡）
悲しきは憂き世の咎と背けどもただ恋しさの慰めぞなき（続後撰集・雑下・藻璧門院御事の後、頭おろし侍
りけるを、人のとぶらひて侍りける返事に・一二六三・後堀河院民部卿典侍。後堀河院民部卿典侍集・世を背きぬと聞きて、人のとぶらひて侍りける返事・ 九）
〔影響〕
　恋しさの慰むことはなけれどもかこつかたとて音をのみぞ泣く（隣女集・巻四
自文永九年至建治三年
・恋・人の
もとへ遣はし侍りし・二三九〇。都路の別れ・一〇・雅有、二句「慰むとしは」 ）
〔他出〕
　中書王御詠・恋・恋歌・一八五、結句「音のみ泣かれて」 。新後撰集・恋五・一一六〇、結句同上。
春述懐
581
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〔通釈〕
　春の述懐再びめぐって来るであろう年を迎える望みもないも は 我が身の の春との別れな あっ な。
〔本歌〕
　またも来む時ぞと思へど頼まれぬ我が身にしあれば惜しき春か （後撰集・ 下・一四六・貫之。貫之集・
九〇一。定家十体・幽玄様・四九）
〔参考〕
　またも来む春の別れを歎きしはせめて思ひのなき世なりけり（続古今集・哀傷・権中納言公宗弥生の末つ方
身まかり待りければよめる 一四四八・実雄。公宗は実雄の一男）
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
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いにしへに我が身の春は別れにき何か弥生の暮は悲しき（続後撰集・雑上・一〇四八・基氏。万代集・春
下・四八七）
〔補説〕
　後撰歌を本歌にしつつ、 「我が身の春の別れなりけり」の詞遣いは、参考の両首に負っていようか。
秋述懐
582
　露
寒さむ
き
浅あさ
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になりにし
も
物の
は我
が・
身
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〔通釈〕
　秋の述懐露が冷たく寒い浅茅の先が色を変えてしまった そのように、すっかり様変わ してしまったものは、我が身であったのだ。
〔本歌〕
　思ふよりいかにせよとか秋風になびく浅茅の色ことになる（古今集・恋四・七二五・読人不知。定家八代
抄・恋四・一二六五）
〔参考〕
　虫の音もかれがれになる長月の浅茅が末の露の寒けさ（万代集・秋下・一一五六 為経。続拾遺集・秋下・
三四七。和漢兼作集・秋下・叢虫・八九六）
世の中につひに紅葉ぢぬ松よりもつれなきものは我が身なりけり（続後撰集・雑中・一一七五・真観）
〔語釈〕
　○浅茅が末の
―
丈の低い茅である「浅茅」の先の方の、という意味。ここまでは序詞。○色異になりにし
―
「浅茅」がその色を紅葉に変えてしまったの意に、様子がすっかり変わってしまった意が掛かる。
一四四
冬述懐
583
　いつまでか
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〔通釈〕
　冬の述懐いったいいつまで、潮が引いた波の上に降る雪が跡を留めがたいように、私も生き長らえて跡を留め難いこの世に迷うのだろうか。
〔参考〕
　降る雪の晴れ行くあとの波の上に消え残れるや海人の釣り船（続古今集・冬・六五二・平泰時。雲葉集・
冬・八六四。宗尊親王百五十番歌合
弘長元年
・百九番判詞、四句「残れる雪や」 。六華集・冬・
一二六一、 句「消え残りたる」 ）
風をいたみ磯越す波のしばしばも跡とめ難く立つ千鳥かな（閑月集・冬・石清水社卅首歌に、礒千鳥・
三一五・知家。新続古今集・冬・六六五）
〔他出〕
　中書王御詠・冬・雪・一五五。
〔語釈〕
　○潮干
―
→
568。○降る雪の
―
「潮干の」からここまでは序詞。○跡留め難き
―
（波に降る雪がその痕跡を）
留め残すことが難しいの意に、生き長らえることが困難な（この世）の意が掛かる。
雑述懐
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『竹風和歌抄』注釈稿（三）
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〔通釈〕
　雑の述懐どうにかして私は憂く辛いこの世を厭い出よう、ということだけを待ち望むこととして、日々を暮らしているこの頃であるな。
〔参考〕
　いかで我人にも問はむ暁の飽かぬ別れや何に似たりと（後撰集・恋三・七一九・貫之）
山里に憂き世厭はむ友もがな悔しく過ぎし昔語らむ（新古今集・雑中・一六五九・西行。西行法師家集・
雑・述懐の心を・五四七。定家十体・面白様・一七八。自讃歌・一七〇）
今はただ思ひ絶えなんとばかりを人づてならで言ふよしもがな（後拾遺集・恋三・七五〇・道雅）思ひきや憂かりし夜はの鳥の音を待つことにして明かすべ とは（千載 恋四 八九四・俊恵。林葉集・
恋・遇不逢恋歌林苑・八二五）
霜枯れの萱が下折れとにかくに思ひ乱れて過ぐる頃かな（後拾遺集・恋三・七二九・惟規。新日本古典文学
大系本・新編国歌大観本異文による）
〔類歌〕
　心から思へば人をとばかりにうち歎きても過ぐる頃かな（洞院摂政家百首東北大学本拾遺・怨恋 三一七・
家隆） 　　　　　　　　　　
〔補説〕
　五句全てが参考に挙げた勅撰集歌に典拠を求め得るが、必ずしも直接参考歌のみに拠ったとまでは言えない
だろう。例えば、 「とばかりを」については『続後撰集』所収の知家詠「春を経て花をし見ればとばかりを憂き慰めの身ぞふりにける」 （春中・九六）が、 「過ぐる頃かな」についても「いかならむ明日に心を慰めて昨日も今日も過ぐる頃かな」 （秋風集・雑下・一二四七・順徳院）が、むしろ宗尊にとっては身近 先例として存在したであろう。しかしいずれにせよ、勅撰集に著録されるような句を用いる詠作は、宗尊の方法的傾きと言ってよいであろ
一四六
う。
類歌に挙げた家隆詠との類似は三・五句に同様の句を置く点にあるが、内容には隔たりがある。
春懐旧
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〔通釈〕
　春の懐旧雁の必ず帰るという春のきまりもあるというのに、どうして帰らない昔であるのだろうか。
〔参考〕
　うかりける慣らひなるかな春来れば花に別れてかへる雁がね（堀河百首・春・帰雁・二〇八・河内。万代
集・春上・一八五）
何ゆゑにいざなはれつつ雁がねの行きては帰る慣らひなるらん（宝治百首・春・帰雁・四四一・後嵯峨院。
現存六帖・かり・七八〇。秋風集・春上・四三）
霞めるは春の慣らひと思へども月待ち出でてつらき空かな（秋風抄・雑下・二六八・伊忠）
〔類歌〕
　葛の葉のいく秋風を らみてもかへらぬものは昔なりけり（後堀河院民部卿典侍集 述懐歌・三五）
〔語釈〕
　○雁がね
―
雁を言う。○春の慣らひ
―
春としてのきまり、春につきものの慣習。 「秋の慣 ひ」が先行する
か。 「春の慣らひ」では、家隆の「さのみ我涙をのみやかこつべき曇るは月の春の慣らひを」 （壬二集・雑・述懐歌あまたよみ侍りしとき・三〇八五）あたりが早く、鎌倉時代から詠み始められた。参考の『秋風抄』歌は、宗尊にこれに倣ったかと思 い「霞めるを春の慣らひと思はずはいかに恨みむ夜半の月影」 （柳葉集・巻一・弘長元年九
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一四七
月、人人によませ侍りし百首歌・春・七六）の作があるので、挙げておく。
〔補説〕
　「春霞立つを見捨てて行く雁は花なき里に住みやならへる」 （古今集・春上・帰雁をよめる・三一・伊勢）を
泉源として 帰雁の大きな枠組みが形成されるが、参考の前両首もその中にある歌である。それらを意識しつ、春に北へ帰るという雁の本意を下敷きに、将軍として東下した鎌倉の往時を懐旧する趣の一首であると言える。ただしまた、宗尊は在鎌倉時にも既に、 「来し方に帰るは難き世 中をいかに習ひて雁の行 らん」 （柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・春・六五一。中書王御詠・春・帰雁・二八）と詠じていて、宗尊 心性一体に懐古懐旧の傾き、帰らぬ過去を述懐する傾向があることも見逃してはなるまい。
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〔通釈〕
　秋の懐旧忘れて然るべきである過去の歳月の出来事を、心に誘う秋の夕暮よ。
〔参考〕
　忘れてもあるべきものをなかなかに問ふにつらさを思ひ出でつつ（続古今集・恋四・一二四一・馨子。続詞
花集・恋下・六四七）
思ひ出でて夜はすがらに音をぞ泣くありし昔の世世の古こと（新勅撰集・雑二・一一三三・実朝。金槐集定
家所伝本・雑 五九六）
とどまらむことは心にかなへどもいかにかせまし秋の誘ふを（新古今集・離別・八七五 実方）
一四八
〔通釈〕
　○忘れてもあるべき
―
参考の馨子詠以前にも、義孝の「忘れてもあるべきものをこの頃の月夜よいたく人な
すかせそ」 （後拾遺集・雑六・誹諧歌・一二一二。義孝集・一五。別本和漢兼作集・四三三）や道命の「忘れてもあるべきものをなかなかに思ひを残す秋にもあるかな」 （道命阿闍梨集・二三〇）等々、平安前中期に作例が散見する。宗尊がこれらにも触れていた可能性はあろう。宗尊は後に「忘れてもあるべきものをいにしへのうたて何とて恋しかるらん」 （本抄・巻五・ 〔文永八年七月内裏千五百番歌合百首〕 ・雑・九二七）とも詠んでいる。○世世
―
ここは多く
の歳月の意。○古こと
―
故事・古事。昔の出来事。参考の実朝詠に倣ったと見る。ただし、 「呉竹の 　世世の古言 　
なかりせば 　伊香保の沼の 　いかにして 　ふ心を 　述ばへまし…」 （古今集・雑体・短歌・一 〇三・忠岑）の「世世の古言」 （代々の古い言葉、特に和歌）と解することもできなくはないし、あるいは「古事」と「古言」の両方の意味を持たせていると考えられなくもない。一応、宗尊の経歴に照らして、波乱多い前半生の出来事が胸 迫るように思い起こされることを踏ま た 見ておく。○心に誘ふ
―
心に思い起こさせるように促す意。
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〔通釈〕
　雑の懐旧世間一般の常より、いっそう恋しいのは、ああ、この我が身の昔なのであったな。
〔参考〕
　忘れなむと思ふ心のつくからにあり より
異け
に先づぞ恋しき（古今集・恋四・七一八・読人不知）
道の辺の朽木の柳春来ればあはれ昔と偲ばれぞする（新古今集・雑上・一四四九・道真）
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一四九
〔類歌〕
　大方の慣らひに憂しと言ひし世の今は我が身に限りぬるかな（中書王御詠・雑・述懐・二九一）
〔語釈〕
　○けに
―
「異に」 。よりいっそうの意。
〔補説〕
　波乱多いこれまでの半生を愛おしむように回顧する趣であ 、それは前二首も同様であろう。
春無常
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〔通釈〕
　春の無常無常であるこの世の道理を表す恨めしさというわけで、惜しむにも惜しみきれない山桜であることだな。
〔参考〕
　常ならぬ山 桜に心入りて池の蓮を言ひなはなちそ（後拾遺集・雑五・法師の色好みけるをよみ侍ける・
一一五二・源重之）
常ならぬ世のことわりを思はずはいかでか花の散るに堪へまし（唯心房集・花の歌・一二）山桜惜しむにとまるものならば花は春とも限らざらまし（詞花集・春・承暦二年内裏後番歌合によめる・
二三・公実。内裏後番歌合
承暦二年
・桜・匡房、二句「惜しむに散らぬ」 。江帥集・春・承暦二年四月卅日
後番歌合、花・四〇。 葉集・春下・五四・公実）
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〔通釈〕
　秋の無常浅茅生 先の方の葉に掛かって置く、このような露を見ると、はかない自分の寿命を思い知らされて、涙に濡れる袖であることだな。
〔参考〕
　浅茅原末葉に結ぶ露 身か本の滴をよそにやは見る（治承三十六人歌合・無常・一六八・仲綱。宝物集・
一〇〇、二三句「末葉にすがる露の身に」 ）
露の命それも消えぬと記し置く跡見るごとに濡るる袖かな（万代集・雑五・過去帳を見てよみ侍りける・
三五五二・隆誉）
〔語釈〕
　○浅茅生
―
丈の低い茅が生えている所。その茅の群れ。○末葉にかかる露
―
「かかる」を掛詞に「末葉に掛
かる」から「斯かる露」へ鎖る。
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〔通釈〕
　冬の無常皆誰もそうだ。ああ何とも憂く辛い世に過ごして、降る雪の最後は消え行くように、全ての人が最後は死んで行くきまりが、悲しいな 。
〔参考〕
　誰もさぞ思ひながらに年はふる水の上なるうたかたの世に（能因法師集・ 「愛宕白雲といふ所に住む人に／
白雲に君が心のすむことは清滝河といづれまされり」の「返事」 ・九八）
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一五一
今日までと思はぬ野辺のきりぎりす世を秋はてぬ慣らひ悲しな（明日香井集・詠五十首和歌
正治元年九月四日
・
冬・八四七）
〔語釈〕
　○さぞ
―
「然ぞ」 （副詞「然」と係助詞「ぞ」 ） 。そのように、そのようだ、の意。○憂き世にふる雪の果て
は消え行く
―
「ふる」を掛詞に「憂き世に経る」から「降る雪の」へ鎖る。 「降る雪の」は「消え」の枕詞だが、
ここ 「冬無常」題に従って有意に働き、 「降る雪の果ては消え行く」が、人が最後は死んで行くことの比喩になっていると解する。
秋神祇
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〔通釈〕
　秋の神祇鶴の岡、鎌倉の鶴岡若宮社よ。秋の半ば八月のその神祭を、今年は都で、よそながら思いを馳せるのだ。
〔語釈〕
　○鶴の岡
―
将軍を守護する八幡神を勧請し、武家の府鎌倉の中心的存在であった鶴岡若宮社（鶴岡八幡宮）
を指す。先に実朝が「鶴岡別当僧都許に、雪の降れりしあした、よみて遣はす歌／鶴の岡仰ぎ 見れば峰の松梢はるかに雪ぞ積もれる」 （金槐集定家所伝本・冬・三一三）と詠んでいる。○秋の半ばの神祭
―
毎年八月十五日の鶴
岡八幡宮の放生会を言う。続く十六日の流鏑馬も一体 事。文治三年（一一八七）八月十五日の放生会と流鏑馬の始行に由来するという。宗尊については、将軍職に就いていた建長四年（一二五二）四月～文永三年（一二六六）七月 間に、初年 建長四年（一二五二） （不快による） 、正元元年（一二五九） （吾妻鏡欠により不明） 、弘長二年
一五二
（一二六二） （同上） 、文永元年（一二六四） （同上） 、文永二年（一二六五） （妻宰子の懐妊による。但し十六日の馬場の儀は密かに観覧）を除く毎年の参詣が知られる。忘れ難く心に刻まれた記憶であったのであろう。○余所
―
鶴
岡の在る鎌倉の余所、具体的には京都。宗尊の抜き難い鎌倉あるいは将軍職への帰属意識を見ることもできるか。
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〔通釈〕
　雑の神祇八百万 という神よ。哀れを分かってくれ。前例もあるまい。私のこのような無実の汚名は。
〔参考〕
　八百万神もさこそは守るらめ照る日のもとの国つ都を（続古今集・賀・一九〇六・為家）
我や憂き人や辛きとちはやぶる神てふ神に問ひ見てしかな（拾遺集・恋四・八六八・読人不知）
〔語釈〕
　○例しもあらじ
―
前例もあるまいの意。家隆の「君が世は例しもあらじ天地を照らす月日のきはめなければ
（洞院摂政家百首東北大学本拾遺・祝・二八四・家隆。壬二集・祝・祝歌とて・二九四五）が先行例。○かかる無き名
―
「文永三年十月五百首歌」の一首である
212にも用いている。旧稿『竹風和歌抄』注釈稿（一） 」 （本紀要
四八、平二三・三）では、 「文永三年八月百五十首歌」 一首である該歌を、そのまま
212に先行するものとして記
述したが 補説に記したように、該歌は文永五年八月の作であるとすれば
212が先行作となる。いずれにせよ、将
軍職を廃されて鎌倉を追われた責あるいは妻宰子の不義の責が、自分にはないこと 言っていよう。
〔補説〕
　本百五十首には、落ち着いた諦念を思わせる詠作がある一方で、このように、 「神祇」に対して鬱積した無
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一五三
念を噴出させたかのような詠作があって、宗尊の揺れる感情が垣間見える。
夏釈教
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〔通釈〕
　夏の釈教虚しく無益に身を焼き捨てている蛍であることだな。あの自ら身を燃やした薬王菩薩のように、仏法の為とは、思わないのであろう。
 　
〔参考〕
　
燃とも
し捨てしその身も本に返りにき返るも
燃とも
す報ひならずや（拾玉集・詠百首和歌
法門妙経八巻之中取百句
・薬王
品
六首
、而自燃身・二五一六）
夏虫の身を燃しける光こそ闇に迷はぬしるべなりけれ（寂蓮法師集・重保がために一品経歌勧めける
其比所
労ありけり
・薬王品、人に代はりて・
 一九五）
ひろむべき法 為 思ひせば燃ゆとも身をば惜しまざらまし 壬二集・殷富門院大輔百首・寄法文恋五
首・其身火燃〔 「燃」は新編国歌大観本「極」を『藤原家隆集とその研究』本により改む〕 ・二九九）
〔他出〕
　夫木抄・夏二・蛍・御集、蛍・三二六三。
〔補説〕
　『法華経』 「薬王菩薩本事品」の、薬王菩薩の焼身供養による現一切色身三昧の会得を踏まえる。即ち、過去
世に、日月浄明徳如来（仏）の弟子であった一切衆生喜見菩薩（薬王菩薩）は、苦行して仏道に精進し、現一切色身三昧を得たので、これは仏より法華経を聴い 功徳であるとして、歓喜して仏と法華経とにあらゆる供養を捧げ
一五四
たが、ついに自ら香を飲み、身体に香油を塗り焼身して供養した（ 「而自燃身、光明遍照」 ） 。諸仏は讃嘆し、その身は千二百歳燃え続け（ 「其身火燃、千二百歳」 ） 、命終して後、また同じ日月浄明徳如来の国に生じ、浄徳王の子に化生して大王を教下した。そしてまた 仏から法華経を聞いたことを思い、再びその仏を供養せんとして親近した時、仏は今夜に涅槃することを告げ、仏の法及び諸菩薩・大弟子・世界や舎利などを附属された。仏入滅後、舎利を供養せんと 、八万四千塔を起てて種々供養したが、結局自らの肘を燃 し、七万二千歳に渡って供養したという。この仏典の故事を念頭 置いた一首であろう。
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〔通釈〕
　冬の釈教挑げたいものだよ。弥勒示現の朝日を待つ間も、ほど遠いのだ。だから、この霜深い無明の闇夜を照らす、仏法の灯火を。
〔参考〕
　夢覚めんその暁を待つほどの闇をも照らせ法の灯（千載集・釈教・一二一〇・敦家）
願はくはしばし闇路にやすらひてかかげやせまし法の灯（新古今集・釈教・一九三一・慈円）さえわびて覚むる枕に影みれば霜深き夜の有明の月（新古今集・冬・六〇八・俊成女。千五百番歌合・冬
二・一九二五。俊成卿女集・一九四）
〔語釈〕
　○朝日待つ間
―
天象の朝日が昇るのを待つ間の意だが、 「朝日」に、弥勅菩薩の示現を寓意する。 「はかなし
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一五五
や朝日待つ間の露を見て蜘蛛手に抜ける玉と見ける世」 （和泉式部集・一六三）のように、束の間の比喩にも用いられる。一方で、 「朝日」の類を、仏滅後五十六億七千万年後の未来に成道して仏陀となり世を救う弥勒菩薩の比喩とする歌がある。例えば、慈円の「鷲の山の月に代はりて出づる日をかぞふる程ぞげには遙けき」 （拾玉集・詠百首和歌・釈教・弥勒・三八七一）や家隆の「わび人の涙の雨もあらじかし笠置の山の法の朝日は」 （光明峰寺入道摂政家百首 七〇〇）である。ちなみに、宗尊の護持をした隆弁の「長き夜の暁を待つ月影は幾重の雲の上に澄むらん」 （新拾遺集・釈教・弥勒を・一五〇二）の「暁」も、弥勒 示現を寓意 たものであろし鎌倉末期 武士という藤原政範の「鐘の音を待つぞ久しき夢の夜の長きねぶりの明け方 空」 （政範集・弥勒・二七〇） 、 「明け方の空」もまた同断であろう。とすると、慈円 「こ もとの塵にまじはる影なくは朝日待つ間の闇いかにせん」 （慈鎮和尚自歌合・十禅師 一五六 や「いかにせむ草葉 すがる露 身の朝日待つ間の深き闇路を」 （拾玉集・厭離欣求百首中被取替三 五首・四五五三） 、あるいは良経 長き夜に朝日待つ間の心にぞ高野奥に有明の月」 （秋篠月清集・二夜百首・仏寺・一八六）等の「朝日待つ間」は 朝日た 弥勒が示現するまで無明長夜の闇世を待つ間、という意味に解されようか。該歌も、これに同様と見ておく。
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〔通釈〕
　雑の釈教本来備わってい 仏性である故郷を、どんな迷妄から別れて来て、今そこに帰ることができない人の心であるの
一五六
だろう。
〔類歌〕
　迷ひ初めし心の末に引かれきて本の悟りに帰りかねぬる（新千載集・釈教・上のをのこども題を探りて歌仕
うまつりける次でに、本末といへることをよませ給うける・八四八・伏見院）
〔他出〕
　中書王御詠・雑・釈教 歌の中に・三四六。
〔語釈〕
　○故郷
―
「一切衆悉生有仏性」 （涅槃経） 、即ち、一切の衆生が悉く有している仏性の寓意に解しておく。
